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序章　終わらない夜












　もうどのくらいたったのか時間を忘れてしまうくらい、私は甘い甘い責め苦を受け続けていた。

　ここは高い塔にある部屋。天蓋付きの広いベッドの中、さらりと零れる夜色の髪、夜色の瞳の彼に私は捕らえられている。

　抱きしめられながらのキスは深い。舌を絡めとられて、感じる場所ばかりを刺激される。執拗に嬲られた舌を解放されて安堵した瞬間、口蓋を舌が這う。不意打ちの快感が背筋を駆け抜けていく。

「もう……無理……です……」

　深くて長いキスから解放された一瞬、夜色の瞳に訴える。……我慢できない。

「それは困りましたね。もう少し頑張って下さい」

　私の気持ちは伝わったのだろうか。背中を撫でていた彼の手が、ゆっくりと腰へと下りていく。

「脚を開いて下さい」

　彼に優しく囁かれても自分から開くことは恥ずかしい。全身に力を込めて抵抗しても無駄だった。あっさりと脚の間に手を入れられて、彼の体が私の脚の間に割り込む。

　彼の細身の体には、しっかりとした筋肉がついていて触れ合うだけで熱い。

「何を期待しているのですか？」

　息だけで笑う彼が脚の間に熱い陰茎を押し当てる。たったそれだけの刺激が快感へと変わった。早く入れて欲しい。

　数え切れないくらいに繰り返されるキスと全身への愛撫だけで何度も軽くイッている。中途半端な快感が体の奥へと蓄積していくばかりで解放されないことが甘くて苦しい。早く彼の大きくて硬い陰茎で奥まで満たされたい。滅茶苦茶に突かれてイッてしまいたい。その願望は、とてもはしたないことだと理性が囁く。

　夜の色を纏う彼は私が心から懇願するまで入れてくれないのはわかっているけど、口にするのは恥ずかしい。

　リップ音を立てて彼の唇が離れ、ゆっくりと首をなぞり、鎖骨をたどって胸へと向かう。乳首に与えられる刺激の期待に鼓動が高鳴る。

　脚が開かれたままでは、膣口から蜜が溢れるのを止めることが難しい。こぷりと音を立てて蜜が垂れていく羞恥が快感の甘さに変わる。

「ん！」

　彼の舌が硬くなった乳首を舐めただけで声を上げてしまいそうになった。唇を強く閉じて快感に対抗する。

「声を上げても構いませんよ。この塔の上なら、誰にも聞こえません」

　誰かに聞こえなくても、彼に聞かれることが恥ずかしい。よくわかっているくせに、彼は意地悪く囁いて片手で胸を揉み、乳首を舐め転がす。

　緩い快感が蓄積していくだけで物足りない。早く入れて欲しい。脚を大きく開くと、彼が体を起こしてしまった。

「美味しそうな蜜が溢れていますね」

　彼の視線の先は私の脚の間。何をするつもりなのか予想はしていても期待に震える。

　私の腰を持ち上げ、屈み込んだ彼が膣口から垂れた蜜を舐めあげた。

「あん！」

　大きな水音を立て、彼がキスをするように膣口を吸う。いきなり舌を膣口にねじ込み、膣内を舐めまわす。乱暴にも思える行為が快感にしか繋がらない。時折、鼻先で陰核を刺激されると体が跳ねる。

　もっと奥まで舌を入れて欲しくて下腹に力を込めると逃げられてしまった。押し出された蜜が膣口から流れていく。

　指でも何でもいいから入れて欲しい。そう思った途端、陰核を舐められた。蜜を纏う舌が陰核をつつき、揺さぶる。

　声も出せない程の鋭い快感が全身を駆け抜けていく。秘所を指で大きく開かれ、露出した陰核を舐められて唇で噛まれる。ちゃぷちゃぷと酷い水音を立てながら、彼が蜜を舐めすする。音だけでも耳に刺激が伝わっていく。

　勢いよく舌を膣口に突き立てられて、軽くイッた。

「おや。これだけで達してしまったのですか？」

　持ち上げられていた腰を下ろされ、脱力していく体を抱きしめられると安心する。

　彼の口元は私の蜜で濡れて艶やかだ。震える腕を伸ばして彼の首に腕を掛けてキスをねだる。

「待って下さい。今……」

　口元を手で拭おうとする彼を引き寄せてキスをした。薄い潮のような味は、私の蜜の味。抱き合って、舌を絡め合いながら蜜の味を分けると私自身が興奮していく。

　開いたままの脚の間、膣口は蜜を吐き出し続けている。彼の陰茎で満たされたいと言っているようだ。

「そろそろ、栓をしなければならないでしょうか」

　私の脚の間に陰茎を挟んで抱き合った彼は、ぬるぬると蜜を塗り広げるように陰茎を前後させるだけで入れてはくれない。時折、陰茎の先で陰核を刺激されると、強い快感が体に走る。

「お、お願い……」

「何ですか？」

「……もう……入れて下さい」

　恥ずかしくて涙が零れた。

「我慢できないのですか？　それは仕方ありませんね」

　息だけで笑う彼は意地悪だ。そうは思っても早く入れて欲しい。

　ぬぷりと音を立てて、陰茎の先が膣口にめり込む。何度受け入れても、大きな陰茎を呑み込む最初の瞬間は苦しい。ずぶずぶと体の中でいやらしい水音を立てながら、陰茎が私の体に侵入してくるのがわかる。

　ゆっくりと時間をかけて硬い陰茎の先が奥まで到達した。それでもまだ体は密着していない。彼が軽く息を吐く。

「お願い……」

　奥までいっぱいに満たされると、次の刺激が欲しくなる。欲望は限りがない。

「貴女の体が私の形を覚えて吸い付いてくるまで、少し待って下さい」

　夜色の彼は挿入してもすぐには動かない。キスをしながら胸を優しく揉むだけだ。私の膣が陰茎に吸い付くと言われても自分ではわからない。

　私は狂ってしまいそうなくらいに気持ち良くて、もっと欲しいと思っているのに、夜色の彼は静かな瞳で私を観察している。何もかも、私の心の奥底まで見透かされているようで、怖くて……気持ち良い。

　快感を求めるだけの、はしたない女だと思われたくない。そう思っていても体は裏切る。脚をさらに広げて彼の陰茎を誘うと、すべてを奥まで押し込まれた。大きくて硬い陰茎に押されて内臓が変形しているような気がする。奇妙な感覚がさらなる快感へと変わる。

「全部、呑み込まれてしまいました」

　くすりと笑う彼の息さえ肌を伝う快感。何かを考えようとしても思考がまとまらない。ただ、彼が欲しい。

　動こうとしない彼にしびれをきらして腰を揺らす。それは拙すぎて全く快感には繋がらない。一瞬でも早く快感が欲しいと思う自分の浅ましさに涙が零れる。

「お願い…………滅茶苦茶にして！」

「それでは、お望みのままに」

　静かな宣言の後、脚を抱え込むようにして力強い抽送が始まった。

　あちこちを不規則に突いているようでいて、私が感じる場所を熟知している彼は、正確にその場所を突く。ぎりぎりまで抜いて奥まで一気に硬い陰茎を押し込まれる。強弱をつけられるとたまらない。

　喘ぎ声を抑えることなんてもうできない。

「あ、やんっ、もっと！」

　激しい水音と打擲音。彼の荒い呼吸の中、涙を散らしながら自分が何を言っているかなんてわからない。

「ここが好きでしょう？　それからここも」

　膣口に近い場所を上へと強く突かれると、全身が痺れるような強い快感が走る。硬い亀頭で子宮口を嬲られると体の奥深くが揺さぶられるような快感が湧いてくる。

　下腹に力を込めて陰茎を締め付けると、その形まで伝わってきて快感が深くなる。

　硬くて太い陰茎が奥へと穿たれる度に重量感に圧倒される。喘ぎ声が止められない。

「良い声ですね。もっと声を上げていいですよ」

　恥ずかしいと考えたのは一瞬。激しい抽送がもたらす快感で思考が溶けていく。深い深い快感へと堕ちていく感覚が怖い。

「あ……怖……い……」

　この先に進んだら、自分はどうなってしまうのか。快感を止めようと彼の体を手で押しても、全く止められない。

「怖くありませんよ。気持ち良くなるだけです。力を抜いて下さい」

　激しい抽送の中で軽いキスが落ちてきた時、積み重なっていた快感が弾けた。

「っ！」

　声も上げられない程の激しい衝撃。全身に何度も強い快感が走り抜けていく。

「もう達してしまいましたか。仕方ありませんね」

　荒い息の中で彼は笑う。抽送が一定のリズムに変化して、彼が射精するためのものになる。快感は何度も続いていて、弛緩することは許されない。何度も奥を突かれて体を揺さぶられる快感がさらに積み上がる。

「ダメ！」

　また強くイッた。体が大きく跳ねる中、膣が勝手に陰茎を絞るようにうごめく。

「すべて受け入れて下さい」

　囁く彼の腕が力強く私を抱きしめる。体の奥で彼の陰茎がびくびくと暴れて、じわりと体の奥が温かくなるような感覚が広がっていく。

　射精を終えた彼が息を吐きながら覆い被さってきた。私の全身から力が抜けていく中で、彼の重さが心地いい。目を閉じると軽くついばむようなキスが降ってくる。快感で流した涙をそっと唇で拭われる刺激さえ心地良い。

「疲れたのですか？」

　疲労感よりも満足感と彼を受け止めた幸福感の方が勝っている。それでも少し休みたい。まぶたが上げられない。

「仕方ありません。少しだけ眠ってもいいですよ。でも、まだまだ終わりませんからね」

　温かい彼の腕の中、優しくて意地悪な声を聞きながら私は微睡みに落ちた。

















第一章　偽りの侯爵令嬢












「王子妃候補は、ファニヴァ伯爵家のミキャエラ嬢と決定しました」

　宰相の宣言と同時に、金髪碧眼の美少女ミキャエラに注目が集まる。

　赤い絨毯が敷き詰められ、魔法灯ランプが輝く古城の大広間では三十六名の女性と立会人の貴族、総勢百二十名が発表を聞いていた。

　侯爵家の娘になりすましている私は微笑んで拍手をしながら、内心舌打ちをする。……失敗した。求められていたのは、派閥を作り頂点に立てる者だったのか。

　今年二十歳になる第一王子の妃候補を決めるということで、辺境の古城に十五歳から十八歳までの三十六名の貴族の娘が集められた。何の試験も行われず、ただ三カ月を過ごすだけ。日常の自然な姿を見て選ぶのだと皆が思っていた。

　大勢の女性の中で注目を集める為、私は心優しい調整役を演じることを選んだ。

　三十六名もの女性が集まれば影が発生する。あっと言う間に上下関係ができ、派閥ができた。

　私は派閥に一切関わらず、誰かが陰口を始めればそれを止め、誰かが虐げられていれば割って助けた。悩んでいる者がいれば話を聞き、過度に踏み込まないアドバイスをする。

　毎週、茶色の髪の王子が茶会に参加し、数名単位で王子と話をする時間が作られた。自らをアピールする時間を与えられる中、私は当たり障りのない会話を交わすだけに留め、王子の興味を引くことに努めた。この三カ月の努力がすべて水の泡になってしまったことに、内心溜息しか出ない。

　ミキャエラ・ファニヴァは輝く金髪に青い瞳を持った十八歳の美少女だ。

　この世界では金や銀の髪を持つ者が王家に多いのに、このフジュー王国ではその色が失われて久しい。今の王も王子達も全員が茶色の髪だ。金色の髪の遺伝子を王家に取り入れたいという意図もあるのかもしれない。

　他にも際立って目に付く令嬢は数名いた。音楽の才があり素晴らしい歌声を持つ者、学があり自ら本を書く者、他にも、未来の王妃として十分な素質を持つ者がいた。

　それにも関わらず、最大派閥の長となったミキャエラが王子妃に選ばれた。彼女は、かなり陰湿ないじめをして、のし上がっていた。最有力と目されていた三名の公爵令嬢のうち二名が体調を崩し、一名が精神を病んで領地に帰ったのも、ミキャエラが原因を作っていた。

　多くの令嬢が恨んでいるとは思うけれど、力が正義だということなのだろう。

「おめでとうございます」

　完敗した私は心からのお祝いの言葉をミキャエラに贈った。ミキャエラは自慢げな笑みを浮かべるだけで、次々と挨拶する令嬢たちに言葉を掛けることもない。これでは未来が思いやられる。






　部屋に戻ると侍女のメイが荷物をまとめてくれていた。今回は一人だけ侍女を連れてくることを認められていて、手が足りずに不自由なことも多少あったものの、私自身が手伝えば問題なかった。

「ありがとう。迎えの馬車が来るまで、下がっていていいわ」

　窓から外を覗けば、何台もの豪華な馬車が城へと向かって来るのが見える。私に与えられた部屋は高い塔の上。本来は公爵家の令嬢が入る予定だったのに階段の上り下りが嫌だと言うので、私が替わることを提案した。

　部屋の設えは豪華で快適な物ばかりで、上質でも古い物ばかりだった侯爵家のことを思うと戻るのは憂鬱だ。

　どうしても王子妃になりたかったという訳ではない。ただ、私が王子に気に入られれば、傾きかけた侯爵家に恩恵があるかもしれないという下心はあった。女性たちの調整役ができると監視人たちに見せつけることで、王城での勤め口が欲しいと思っていた。王子か高位の貴族の愛人でも……という覚悟もあった。






　私は更科さらしな愛莉あいり。日本人だ。

　シルヴィア・ラザフォードと名乗り十七歳と偽っているけれど実際は二十七歳。私は三年前にこの異世界に空から落ちてきて、ちょうど娘を亡くしたばかりの侯爵夫人に拾われて養女となった。

　この国で黒に近い髪はほぼいない。髪を麦酒で脱色して茶色にしているからハーブや油で手入れはしていても、痛みが酷くて本来のツヤは無い。ふわりと軽く結い上げて花やリボンで視線を誤魔化している。

　黄色人種特有の肌は、水溶きの白粉で白人風の肌に近づけている。幸いにもこの国では貴族の女性は子供から大人まで化粧が非常に濃い。瞳の色は茶色に近かったので問題なかった。

　外国に八年、国費留学していた義兄が領地へ帰ってくると聞いたことも、この王子妃選びに参加した理由でもある。今年二十八歳になる義兄とは一度も顔を合わせたことはない。

　養父母は酷くお人好しだった。困った人がいるとついついお金を渡してしまう。

　私が養女になって最初の仕事は、侯爵家のすべての資産を確認して帳簿を付けることだった。判明したのは多額のお金を人に貸していて、ほとんどが返済されていないということと、領地の作物が凶作になれば、爵位すら売らなければならないという危機的な状況だということだった。

　私は養父母と家令に数字で説明して、他者に貸す余裕はないことを叩き込み、『養女の私が我儘で、嫁入り支度に多額のお金が必要だから』と断る理由と上手く断る方法をいくつか教え込んだ。

　無駄を見直し、無理のない投資をして三年の間に少しずつ財政状況もよくなっていたものの、余裕はなかった。この王子妃選びに参加するにあたっても、新しいドレスを作ることがもったいなくて、養母の若い頃のドレスと死んだ義妹のドレスに手を加えた物を持ち込んだ。

　養母のドレスの古いデザインは、大胆に手を加えることで誤魔化して概ね好評だった。義妹のドレスについては、以前の茶会で見て覚えている令嬢もいたので一度着たきりだ。貴族女性のファッションに関する興味と記憶力は侮れない。






　窓の外の青い空を見上げると赤と緑の大きな月が見える。

　この月を見る度に、ここは異世界だと思い知らされる。元の世界に帰りたいと強く思う。

「ちょっと疲れた……かな」

　この三年、ゆっくりと考える時間はなかった。完全に違う言語なのに何故か意味はわかるし、私が話す日本語も通じる。侯爵令嬢として公の場に出ることが多くなるうちに、私が異世界人と知られるのが怖くなって、この国の言語を必死に習得した。

「お疲れ様です」

　突然の男の声に振り返ると王子の従者が扉を音もなく開けて立っていた。背がとても高い細身の美形。いつも目立たない濃い紺色の詰襟の服を着て控えていた男性だ。

　今は貴族のようなエンジ色のロングコート姿。いつも後ろで結んでいた紺色の髪がさらりと肩に零れていて色気が漂っている。もしかしたら王子の従者は、貴族が務めているのかもしれない。

「何か御用でしょうか」

　いつも茶色の髪の王子の後ろに控えている従者の名前を聞いたことはない。

「貴女をラザフォード侯爵家の養女にするという届出は、先日、王の命令によって破棄されました」

　従者の声は冷たく固い。

「え？」

　思いがけない言葉に、私は身を固くする。

「……貴女は一体、何者なのです？　たった三年で傾いた侯爵家を立て直した。十七歳の知識で出来ることとは思えない。今回の王子妃選びでもずっと貴女を見ていましたが、貴女は少女たちを導く教師のようだった」

　教師と言われて苦笑する。三年前の私は新米の小学校教師だった。実務は夢や理想とは程遠い物で、それでもがんばろうと夢を追いかけていた。……もうどうやっても手の届かない夢になってしまったことが寂しい。

「養父母、いえ、ラザフォード侯爵夫妻は何か罪に問われますか？」

「いいえ。もう関係がなくなりました」

　従者の答えに安心した。迷惑を掛けないのであれば、本当のことを言ってもいいだろう。

「私は……異世界から来ました。名前は更科 愛莉。本当は二十七歳です」

　もう疲れた。苦笑しながら呟けば涙が零れた。

「何故、泣くのです？」

　従者の声に戸惑いの感情が滲む。

「疲れました。突然、この世界に来て戻る方法すらわからない。それでも戻りたいと誰にも言えないことが、こんなに苦しいことだとは思っていませんでした」

　侯爵夫人に拾われたのは運が良かったとは思う。中世か近世かよくわからない西洋風のこの国では、身寄りのない女の行きつく先は想像するだけで怖い。

　侯爵家には私が異世界人であることを知っている者が数名いる。それでも元の世界に戻りたいとは言えなかった。傾いた侯爵家を立て直す中、誰もが私を頼ってきた。そんな中では弱音を吐くことはできなかった。

「私は何か罰を受けるのですか？」

「何故、そう考えるのです？」

「結果的に、王子を騙すことになりました」

　私は自嘲の笑みを浮かべる。二十七歳が十七歳と偽っていた。十歳もサバをよむことに躊躇しない訳がない。背の高い人々ばかりのこの世界では百五十八センチの私の身長では子供に見られた。十八歳を超えると女性でも百七十センチが普通だ。男性ならば百八十センチを軽く超える。

「……貴女の処遇は、王子から私に一任されています」

　固い表情のままの従者が、私の腕を引いて立ち上がらせた。

　間近で見上げた従者の瞳は深い藍色だった。夜空を眺めているような錯覚に囚われる。紺色の髪に似合っているように思う。

　従者は私の目に黒い布を巻いた。

「……運びます。よろしいですか？」

　不安に包まれながらも思いがけず掛けられた優しい声の響きに少し安心する。頷けば、ふわりと抱き上げられた。

「あの……階段は大変ではないですか？　目隠しをしていても手を引いて頂ければ降りることができます」

　塔の階段は百二十段ある。心配になって声を掛けると従者がかすかに笑う息を感じた。

「貴女を降ろす程度は問題ありませんよ」

　塔から降りて、次は馬車。馬車の中では従者の膝の上に乗せられた。ドレスと幾重ものペチコートがクッション代わりになっていても、男性の膝の上という状況は恥ずかしい。






　馬車の揺れが意外と心地良くて、眠っている内にどこかに着いた。また抱き上げられて、階段を昇る。

　きっちり二百段。布を外されると真新しい部屋が視界に飛び込んできた。部屋の設えは古城の部屋よりも豪華。私が好きなアイボリーの家具と落ち着いたレンガ色のファブリックで整えられていて、子供の頃に夢見たお姫様の部屋を思い出す。

「ここは？」

「貴女の牢獄ですよ」

　従者の言葉を聞いて笑みが零れてしまった。夢のような牢獄だ。

「……何が可笑しいのです？」

「豪華過ぎて。……私はここで、どんな罰を受けるのですか？」

「……私の夜の相手を務めて頂きます」

　従者の言葉と表情は冷たい。私は仕方ないと苦笑する。経験がない訳ではないし複数の相手をさせられる訳でもないなら、なんとか我慢できるだろう。

「嫌だと言わないのですか？」

「言ってもどうにもならないのでしょう？　私には逃げる場所がありません」

　静かに返せば、従者は口を引き結んだ。






　部屋には幾つかの窓がありガラスではなく木の扉で固く閉じられていた。ガラスの嵌まった採光窓は天井近くで外を見ることは出来ない。

　恐らくは丸い塔の中と思われる部屋は、いくつかに区切られている。十畳ほどのテーブルと椅子が置かれた居間、大きな天蓋付きのベッドがある寝室に、広い浴室。すべてが真新しくて豪華な物ばかりだ。

　居間のテーブルに置いてあった軽い夕食を食べた後、シャワーを浴びるように促された。

　浴室には白い猫足のバスタブが設置されていて驚く。この世界に来てから、一度もバスタブを見たことがなかった。ゆっくりと浸かって身体を乾かし、棚に置かれていた綿の夜着で居間に戻ると従者が目を瞠る。

「……ごめんなさい。肌の色も騙していました。白い方がいいですか？」

　肌に塗っていた白粉をすべて油で落としてしまったから、元の肌色だ。

「いえ、これからはそのままでかまいませんよ。私も浴室を使ってきます」

　従者はそう言って私をソファに座らせた。言葉は冷たくても、その手つきは丁寧で優しい。






　浴室を使って出てきた従者は下穿きだけを身に着けていた。着やせするのか意外としっかりとした筋肉がついていて、あちこちに剣で斬られたような傷がある。背中の半ばまである長い髪を無造作にかき上げる仕草は艶やかだ。

　従者は私の肩を抱くようにしてソファに座った。薄い夜着を通して体温が伝わってきて、緊張で鼓動が速くなっていく。

　綺麗な夜の色の瞳が近づいてきた。静かな息遣いに興奮は感じられない。どこまでも見透かされるような不思議な感覚に心が囚われる。

　偽りの侯爵令嬢は、この夜色の瞳にどんな姿で映っていたのだろうか。

「……名前はアイリでよろしいですか？」

「はい。更科は家名です。貴方の名……」

　従者の名前を聞こうとして、冷たい唇で口を塞がれた。ただ唇を強く合わせるだけのキス。名前を聞いてはいけないのかもしれない。寂しいと思っても罪人相手に名を知られたくはないのだろう。

　肩を抱く手が熱くても夜色の瞳は静かなまま。私を観察するように見つめている。

　名も知らない男性に抱かれるのは怖い。王子を騙した罪で処刑されないだけでも良かったと思わなくてはと、私は諦めの気持ちで目を閉じた。異世界に迷い込んだ女は、遅かれ早かれこういった状況に追いやられてしまうのだろう。三年間逃れられてきた私は運が良い方だった。

　強く閉じた目に涙が滲んだ時、肩を抱く手が緩んで唇が離れた。

「……私の相手は嫌ですか？」

　静かな声が耳に流れ込む。目を開くと夜色の瞳が私を見つめている。

「嫌ではありません。……ただ……私は貴方のことを何も知りません」

　王子の従者。それだけしかわからない。

「……少し話をしてからにしましょう。先にアイリの話を聞かせてくれませんか？」

　キスを止めた従者は、唇が触れそうな距離で囁く。

「……はい」

　お酒を飲まされながら自分のことを聞かれるままに話した。この世界の言葉でなく、元の世界の言葉でいいと言われて舌も滑らかになる。

　話をすればするほど元の世界が懐かしくて、時折零れる涙はすべて従者が優しく拭ってくれた。お酒のせいか途中から感情が制御できなくて、号泣すると抱きしめられた。






　翌日、私は採光窓からの朝の光で目が覚めた。ベッドには隣で誰かが眠った形跡はあっても従者の姿はない。結局、何もされなかったらしい。鏡を見ると目が酷く腫れていた。お酒を飲んで号泣した私の姿に呆れてしまったのかもしれない。

　腫れた目を濡れた布で冷やしながら居間へと出るとテーブルの上には食事が載せられていて、料理はまだ温かい。パンと大きな目玉焼きとソーセージ、蒸した野菜のメニューは、私が侯爵家で好んで食べていたメニューだ。デザートには、この時期にはまだ早いイチゴが皿に盛られている。

　この世界の食事は塩辛い。なるべく侯爵夫妻に合わせてはいたけれど、すぐに食べられなくなって私だけメニューを替えてもらっていた。何故知っているのかと考えても仕方がない。侯爵家の誰かが聞かれて教えたというだけだろう。

　階段へと続く扉を開けてみようとして、鍵がかかっていることを確認した。

「……鍵、か。そうよね。開けておく訳がないもの」

　朝食を食べた後、片付けてもらおうと思っても呼び鈴の類はない。ふと思いついて、寝室へ入って少しして居間に戻ると食器は綺麗に片付いていた。

　これは常に監視されていると思った方がいい。そう思うと逆に気楽になった。王子妃選びの日々とあまり変わらない。あの三カ月が続くだけだ。

「これは読んでもいいってことかしら」

　テーブルの上には、古ぼけてはいても立派な革で装丁された数冊の本が置かれていた。この国の言語ではなく、初めてみる言語でも私には何故か読める。侯爵家にいた頃は本を読む余裕はなくて、王子妃選びが始まってから古城の図書室に所蔵された本を読むことが出来た。

　手に取った一冊の本の内容は古い時代の建国の話だった。夢中で読み進めると夕方になっていて、扉を叩く音に驚くと従者が少し呆れたような顔で扉を開けて立っていた。

「着替えもせず、昼食も食べずに本を読んでいるのですか？」

　従者に言われて気が付いた。私はまだ夜着のままだ。

「ごめんなさい」

　恥ずかしい。俯いた途端に従者のロングコートが肩に掛けられた。

「これは遥か昔に滅んでしまった国の本で誰も読める者がいないのです。もしも可能なら、翻訳して頂けませんか？」

　私が読んでいた本を覗き込んだ従者の言葉は私にとっても救いだった。この快適すぎる牢獄で一日中何もしないことは耐えられない。何か仕事が与えられるなら嬉しい。

「はい。喜んで」

　答えると、従者が一瞬目を泳がせて私を抱きしめる。

「あの、どうかしましたか？」

「何でもありません。夕食にしましょう」

　従者は優しく囁いた。






　二人で夕食を食べて入浴した後、またお酒を飲まされながら話を聞かれる。泣き疲れて気が付けば朝になっているという生活が続いた。

　従者は夜になっても私の話を聞くだけで抱こうとしない。朝になって私の目が覚める時にはベッドから消えていて、少し寂しい。夜の相手をするのではなかったのだろうかと思いながらも、泣き顔が酷すぎるのかもしれないと腫れた目を毎朝冷やしている。

　日中は上質で高価なレースがたっぷりと使われた、ゆったりとしたドレスで過ごす。本をこの国の言語で書き写し、難しい表現については夕方に戻ってくる従者に確認して補足する。

　従者は、はっきりとは笑わないけれど常に優しい微笑みを浮かべるようになった。夕方に戻ってくると私の名前を呼んで、抱きしめるのが日課になりつつある。

　優しい人だから、私に罰を与えることをためらっているのかもしれない。王子から咎められたりしないのだろうかと心配が降り積もっていく。

　罪人に心配されるのは心外だろうと思うから、確認することもできない。






　優しい毎日が繰り返されていたある日の夜、従者が血塗れで部屋に入ってきた。エンジ色のロングコートは、どす黒い血に染まっていて、あちこちが斬られている。

「大丈夫ですか!?」

「斬られたのは服だけです。……ほとんど相手の血です。汚れますよ」

　口調はしっかりとしているのに、従者の足元はおぼつかない。ふらふらと浴室へと向かう姿は見ていられない。私は迷わずドレスを脱ぎ捨てて、下着姿で従者を支えた。

「手伝います」

　私の言葉に従者は口を閉ざした。寄りかかってきた重さが熱い。

　ロングコートを脱がせると、中に着たベストもシャツも赤黒く染まっていた。慌てて脱がせて確認すると傷は浅くて十センチ程の物が二つしかない。流水で傷を洗って強く押さえると止血できる程度のものだったのでほっとする。

「浅くて良かった……」

　相手の血が殆どだったというのは、あまり考えてはいけないように思う。従者はいつも剣を下げてはいなかったし、今も何も持っていない。どういう状況なのかわからなくて不安になる。

「……アイリ、汚れてしまいましたね」

　苦し気な声で囁きながら、従者が抱きしめてきた。私の綿のキャミソールには、赤黒い血があちこち滲んでいる。夜空のような瞳がさらに近づいてきた。

「!?」

　これまでは唇を合わせるだけだったキスが、突然深くなった。口の中に入ってきた舌が奥まで伸ばされてくる。咄嗟に縮めた舌先を舐められて、快感を拾う。

　何も怪我をした日に……と思いながらも、布越しに感じる硬さは熱い。

　身体の力を抜いて舌を伸ばせば、ぬるりと温かい舌に絡めとられた。舐められて、甘噛みされると気持ちいい。従者は執拗に舌を弄び、息をするのも難しい。

　苦しくて眉をひそめると唇が離れた。深く息を吸い込むと従者は額にキスをする。

　久しぶりの快感で、とろりと溶けそうな思考の中、恥ずかしくて視線を横に移動させると、目の前の腕の傷から血が噴き出した。

「き、傷が開いたわ！」

　悲鳴に近い声を上げて、咄嗟に掴んだ布で傷を押さえて見上げると、従者が今まで見たこともない情けない顔で口を引き結んでいた。少しして、従者は吹き出して笑い出す。

「笑わないで！　血が出てるのよ！」

　私の悲鳴を聞いて、従者はさらに大声で笑い続けた。






　従者は翌朝から酷い熱を出して寝込んだ。それでも私の前には誰も姿を見せない。紙に必要な物を書いて居間のテーブルに置いておくと、すぐに用意される。

　解熱薬はなく、酷い熱が下がらなかった。医術師にも下げられない熱だからと、従者は苦笑するだけだ。

「何故、怪我をしたのか聞いてもいいですか？」

　額の汗を濡れた布で拭く私の問いに、従者は目を閉じた。

「何者かに襲われたのは王子です。王子は常に狙われています」

　王子が何度も襲撃を受けていることは、公式では否定されていても貴族の間では噂になっていた。犯人は外国人と言われていて、第一王子を邪魔と考える公爵家の者なのではないかという噂も流れている。

「貴方は剣を使うのですか？」

「……ええ。私は、魔法剣と契約を交わしています」

　ぽつりぽつりと従者が話す内容に、私は驚きながらも興味を引かれた。

　従者が十八歳になった時、王城に招かれた高名な魔術師に魔法剣を与えられた。魔法剣は従者の体内にあり、呼び出すと出現する。魔法剣の使用には多くの魔力が消費されてしまうので、使った後は体調が悪くなるらしい。

「貴方が魔法剣を使えるなら、誰か怪我や病気を治せる魔法使いはいないのですか？」

「この国にはいません。魔力で怪我を治すためには膨大な力が必要です。昔は強い魔力を持つ者が貴族の中に多数いましたが減り続けています。……王族も魔力が無くなりかけています」

　この異世界では、誰もが精霊や自然を使役する魔法を実現する魔力と、無から有を生み出す奇跡の力である神力を持って生まれてくる。一般国民に力は殆どなく、王族や貴族には強い力を持つ者がいる。魔法石という魔力を帯びた石を使った水道や空調の仕組みは日常生活に溶け込んでいても、魔法を行使する人を見たことはなかった。

「寂しい話ですね」

「……困りました」

「どうしたのですか？」

「アイリを笑わせる言葉が思いつきません。こんな時、王子なら楽しい話が出来るのですが、私は話術が苦手なのです」

　従者はそう言って、熱い手で私の頬を撫でる。私が手を添えると従者が微笑む。体調が悪い中でも私を気遣ってくれる優しさに心が温かくなっていく。

「王子の従者になって、長いのですか？」

「……王子が三歳、私が十一歳の時からの付き合いです。突然森や山奥へ行くよう命令され、時には外国へ行けと命令されることもあります。王子は昔から人使いが荒いのですよ」

　溜息と同時に零れた愚痴に微笑む。いつも酔った私の話を聞かせるだけだったから、こうして従者の話を聞くことができて嬉しい。

「あの……愛称でも何でも構わないので、貴方を呼ぶ名を教えていただけないですか？」

　私は頬に添えられた従者の手を撫でながらお願いしてみた。いつも名前を呼ぶことができないのが寂しくて仕方ない。

「……レヴィ、と王子から呼ばれています」

　従者――レヴィは迷うような口調で答えてくれた。そして言葉が続いた。

「レヴィというのは、昔、王子が飼っていた白いウサギの名前です。ウサギのレヴィが死んだ日に、王城の庭園で王子と初めて会いました。小さな王子は、レヴィが人間になったと仰って三日間離して頂けませんでした」

　レヴィが苦笑しながら教えてくれた話は、私を笑顔に導く。三歳の王子と十一歳のレヴィとの出会いを想像すると微笑ましい。今のレヴィは知的で物静かな美形なのに、当時はウサギのように可愛い少年だったのだろうか。

「私もレヴィとお呼びしてもいいのですか？」

「はい」

　気のせいか、レヴィの耳が赤い気がする。……熱のせいなのかもしれない。

　たとえ愛称でも名前を呼べることは嬉しい。レヴィの愚痴めいた話を聞いて、一緒に笑っていると楽しい。私は罪人だけれどレヴィのことをもっと知りたい。レヴィの為に何かしてあげたいと思うこの気持ちが、一体何なのかは考えてはいけないと思う。

　休憩と食事を挟んで、話を聞いているとあっという間に夜になってしまった。レヴィの体を拭くのを手伝って、私はさっとシャワーを浴びた。

「アイリ、眠らないのですか？」

　ベッドに横たわるレヴィが優しく微笑む。熱のせいなのか潤んだ瞳が艶めいている。夜空のような藍色の瞳、枕に散る紺色の髪は、見ている私が恥ずかしくなる程に色っぽい。

「あの……」

　枕元の椅子で寝るつもりだったのに、レヴィに腕を引かれてベッドに入る。

「この熱は病気ではないので、移りませんよ」

「いえ、眠るお邪魔にならないかと思ったので」

　隣に誰かが眠っていたら邪魔になるかもしれない。

「邪魔ではありません。むしろ安心できます」

　レヴィにそっと囁かれて抱き込まれた。しばらくするとレヴィの寝息が耳をくすぐる。

　眠るレヴィは顔の印象が柔らかくなる。力が抜けて、少し開いた口元が可愛い。私は紺色の髪を撫でてから目を閉じた。






　レヴィの熱は二日目の夜に下がった。

　まだ空に暗さの残る早朝、一緒に朝食を食べてレヴィを送り出す。扉の手前でロングコートを着る手伝いをするとレヴィが目を泳がせる。

「いってらっしゃい、レヴィ」

「アイリ、今日の夜はドレスを着て待っていて下さい」

　レヴィはそう言って微笑むと、軽いキスをして出て行った。

「ドレス……って、何をするのか聞けば良かった……」

　私は寝室のクローゼットを覗きながら呟いた。クローゼットにあるのは普段着ている、ゆったりとしたドレスばかり。外に出ても平気なデザインではあっても公式な場には不向きだ。

　居間に戻ると綺麗なリボンで飾られた大きな箱がいくつも置かれていた。箱の中には落ち着いた色合いの淡い水色、淡いピンク、アイボリーの豪華なドレスや靴。すべて最新流行のデザインで、きらきらと光り輝いている。

　侯爵家にいた頃は、最新流行のドレスを作る仕立屋を呼ぶこともできず、侯爵家に代々仕えているお針子に古いドレスの仕立直しを頼むしかなかった。

　子供の頃に夢見たお姫様のドレスを手にして、頬が緩むのを止められない。

　寝室の大きな鏡の前で試着してみると、サイズはぴったりだった。これも侯爵家のお針子が教えたのだろう。前開きで一人でも着られるようにした工夫も、私が提案したものだ。

　そこまで思い出して私の手が止まった。侯爵家の皆は、今頃どうしているだろう。王子妃選びの間は十日に一度、家令に報告書を送るようにお願いしてチェックしていた。この塔に来てからもう一カ月近く経っているのに報告書は届かない。……当たり前だ。私はもう養女ではなくなったし、罪人だ。

　侯爵夫妻に影響がないことは良かったと思う。夫妻は私を本当の娘のように可愛がってくれた。亡くした娘の代わりにして申し訳ないとおっしゃっていたけれど、この異世界で無事に生きてこられたのは夫妻のおかげだ。……夫妻に恩を返せたのかどうかわからない。私がいなくなって、また昔に戻ってしまったら、あっという間に侯爵家は潰れてしまう。溜息を吐いても、もう私にはどうすることもできない。

　気を取り直して淡い水色のドレスを選んだ。落ち着いた色合いなので、黄みがかった肌が浮くこともない。共布で作られたリボンを結い上げた髪に飾り、薄く化粧を施せば、本当に夢に見たお姫様のようだ。

「……これでいいのかしら……」

　鏡に映る私に問いかける。この塔に連れて来られてから甘やかされてばかりだ。王子を騙した私を罰するはずなのに、レヴィは私を抱こうとしない。

　レヴィは優しい人だから、最初に涙を滲ませてしまったのが、拒絶と思われたのかもしれない。私の話を聞いてもらって、レヴィの話を聞いているうちに、少しずつ私の心が近づいているのは自覚している。

「……迷惑を掛けないようにしないと」

　私の気持ちは知られてはいけない。冷たい鏡に額を当てて、熱くなりかけた頭を鎮めた。






　夕方になるとレヴィが戻って来た。一緒に軽い夕食を食べて、お茶を飲む。

「アイリ、何か気がかりなことがあるのですか？」

　レヴィの言葉に動揺する。侯爵家が今どうなっているのか、私は聞ける立場ではない。

「侯爵家のことですか？」

「……はい」

　レヴィには隠せないらしい。小声で答えるとレヴィが微笑む。

「つい先日、領地から良質な金鉱脈が見つかりました。金鉱脈は王家が買い取り、毎月収入が得られます。侯爵夫妻も家令も皆、アイリの教えを守っていますよ」

　レヴィの言葉に安堵の息が漏れた。

　私は領地の川で砂金が採れると聞いて、半年前に鉱脈師に探査を依頼していた。この世界では珍しい女性の鉱脈師は、私が元の世界から着けていた真珠のピアスと引き換えに半年の探査を承諾してくれていた。期限ぎりぎりに金鉱脈を見つけてくれたのだろう。

「もう侯爵家と関係がなくなったというのに、気になるのですか？」

　レヴィの声は優しい。頬を撫でられて、気持ちよさに微笑む。

「ずっとお世話になっていたので、気になります」

「逆でしょう？　アイリが世話をしていたのですよ」

　私の答えにレヴィが苦笑する。

「アイリは本当に世話好きですね」

　苦笑したまま、レヴィが私を椅子から立ち上がらせた。黒い布を目の周りに巻かれて、抱き上げられる。






　塔を降りてしばらく歩いた後、目隠しを外すように言われて取り去ると、周囲には様々な花が咲く庭園が広がっていた。夜空には赤と緑の月が輝き、白い三日月が浮かんでいる。

「お伽話のようですね」

　三つの月が輝く夜空と花々。幻想的な光景は、現実の物とは思えない。こうしてレヴィに抱き上げられているのも、すべてが夢のように感じてしまう。

「アイリ、降ろしますよ」

「はい」

　優しく地面に降ろされてレヴィが差し出した腕に手を添え、ゆっくりと歩きながら花を見る。

　少し歩いただけで、ここが王城の庭園だと気が付いた。私がいる塔も王城の外れにあると理解したけれど、レヴィから逃げようとは思えない。

　私は罪人なのにレヴィは優しい。レヴィに元の世界の話を聞いてもらって、ずっと抑え込んでいた不満と不安が消えてきた。この異世界に対する納得できない気持ちが、現実だから仕方がないと受け入れられるようになってきた。

　何よりもレヴィと一緒にいる時間が楽しくて嬉しい。

　罪人の私がレヴィを好きになっても、迷惑だろうとは思う。少しずつ好きになっていくこの気持ちを告げるつもりはない。

　小道から少し開けた場所へと出ると周囲は様々な種類の白い花が咲き乱れている。

「踊って頂けますか？　アイリ」

　レヴィが微笑む。

「はい。喜んで」

　私も微笑む。

「それでは、花たちに歌って頂きましょう」

　レヴィがぱちりと指を鳴らすと、鈴が鳴るような音楽が流れ始めた。

「これが花の歌なのですか？」

　白くぼんやりと光る花々は微かに揺れている。

「そうですよ。誰が頼んでも花は歌ってくれるのです。多くの人は、この歌には気が付かない。今は私の魔法で少しだけ音量を上げています」

　レヴィはそう言って、優しく私の手を取った。

　花々の歌に合わせてワルツに似たダンスが始まる。踊る姿は優雅に見えても、実際は背を真っすぐに伸ばして重いドレスを脚で捌きながらの重労働だ。美しく優雅に見せようと思えば思う程、全身に負荷が掛かる。

「アイリ、誰も見ていませんよ」

　レヴィが囁いて笑う。力を抜けというのだろう。

「レヴィ、花が見ています」

　花よりもレヴィに見て欲しいとは言えずに微笑む。

「そうですね」

　優雅なダンスは好きだ。綺麗なドレスも好きだ。

　赤と緑の月、白い三日月が輝く夜空。淡く光る花々の歌。夢のような光景の中、微笑むレヴィと踊れることが嬉しい。今だけは自分が罪人であることを忘れたい。

　続けて五種類のダンスを終えると、足が限界を訴えて震え始めた。

「少し無理をしてしまいましたね。今日はここまでにしましょう」

　私の不調に気が付いたレヴィはそう言うけれど、もう少しだけ踊りたい。

「仕方ありませんね。アイリ、力を抜いて下さい」

　微かに笑ったレヴィの言葉と同時に、腰を両手で支えられて持ち上げられた。何か魔法が掛けられたのか身体が軽い。夜空のような瞳が間近に迫る。

「え？」

　驚いた途端にレヴィがくるりと大きく回って、ドレスの裾がふわりと広がる。
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　くるり、ふわりと緩やかに繰り返されると、まるで踊っているようだ。緩やかな動きだから、目が回ることもない。一曲分が過ぎた頃、レヴィはそっと動きを止めて、私を地面に降ろした。

「また、一緒に踊りましょう」

　優しく微笑んだレヴィが、優しいキスを唇に落とした。






　早朝、レヴィを送り出して、昼間は本の翻訳。夜は二人でお茶を飲み、五日に一度は夜の庭園で散歩かダンスをする。罪人とは思えない、贅沢でのんびりとした生活が続いていた。

　二カ月が経っても、レヴィは私を抱こうとはしない。一緒にベッドで眠っているだけだ。深いキスも先日怪我を負った時だけで、軽いキスにとどまっている。

　罰を受けていないことが気にかかる。……それは建前で、私はレヴィが好きになってしまっていた。レヴィと過ごしていると心が躍る。罪人に好意を持たれても迷惑だと思いながらも一緒にいると嬉しいという感情が止められない。

「おやすみなさい。アイリ」

　レヴィは優しく囁いて、軽いキスを唇に落とした。私は、それが物足りなくてレヴィの瞳を見つめる。

「……アイリ、私を誘っているのですか？」

　頷くと、優しい夜空の色が、ゆっくりと優しく私に覆いかぶさってきた。

　軽くついばむようなキスを交わして、抱きしめられる。唇を合わせて、するりと口の中に入ってきた舌が、私の舌を弄ぶ。息が苦しくなると唇が離れて、口の端から零れた唾液を舐め上げられた。

「息をして下さい、アイリ」

「は、はい」

　目を開くと夜空の色の瞳が優しい。嬉しくて微笑むとレヴィも微笑む。

　深く息を吸い込んで目を閉じると、またキスが始まった。口蓋を舐められた瞬間、ぞくりとした快感が全身を貫く。強弱を付けて口蓋を舐められて、舌を吸われて、甘噛みされる。怖いと思うこともなく、軽くイッた。キスでこんなに感じたことはなかった。びくりと跳ねた体を優しく抱きしめられる。

「アイリ、今日はここまで、です」

　レヴィが熱い息で囁く。

「……ど、う……して？」

　もつれる舌でレヴィに問いかけると、布越しに感じる固い感触がびくりと動いた。

「……アイリが黒髪に戻ったら、すべて頂きますよ」

　レヴィが微笑んで、そっと私の髪を撫でる。この塔に来てから脱色もしなくていいと言われているので、髪の根元は徐々に黒くなっている。

「……時間が、かかり……ます」

「待ちますよ。……それまで我慢します」

　何故黒髪に戻るまで我慢するのか、理由を聞こうと思った途端、またキスが始まった。弛緩しようとしていた体が、また快感を拾う。背中を撫でられながらの深いキスは、全身が震える程、気持ちいい。また軽くイッて、とろりと落ちて行くような眠気に誘われる。

「おやすみなさい。アイリ」

　レヴィの優しい囁きで、私は眠りに落ちた。






「黒髪に戻るまで……何故かしら」

　朝になってレヴィを送り出した後、寝室の鏡の前で香油をつけて髪を櫛で梳く。二カ月では二センチと少し程度しか戻らない。この異世界では、黒髪にする染料はないから、伸びるまで待つしかない。

　濃い化粧をやめたからか、肌の状態はとても良い。レヴィは化粧をしなくていいという理由を、私の頬を撫でることが気に入っていると言っていた。黒髪というのもレヴィの好みなのだろうか。

　そこまで考えて、私は恥じ入った。これではまるで早く抱いて欲しいとねだっているようだ。昨夜も誘っているのかと聞かれて、素直に頷いてしまった。……レヴィは私のことをどう思っているのだろう。私は王子を騙した罪人なのに、レヴィは優しく扱ってくれている。夜の相手と言いながら、私が黒髪に戻るまでは待つと言う。大事にされ過ぎて、恋人か何かと勘違いしてしまいそうだ。

「……早く伸びるといいのに」

　鏡の中の私を見つめながら、私は茶色の髪を指で梳いた。

















第二章　塔の上の罪人












　夏が過ぎて秋になり、夜のダンスは庭園の隅にあった温室へと移動した。私の記憶によれば王城の温室は寂れて枯れていたのに、ガラスはすべて磨かれて花々も咲き誇っている。

　レヴィはきっと相当な財力がある貴族だ。王子の命令がなければ私は近づくこともできなかっただろうと思うと心が冷える。好きだとは絶対に口にできない。






　塔に来てから四カ月半が過ぎ、私の前髪が黒に戻った。

　休みが取れたので出かけようというレヴィが用意してくれたのは、濃い茶色の動きやすいワンピースに控えめな装飾が施されたヘッドドレス。髪を結い上げてヘッドドレスを着ければ、前髪だけが見えるので中途半端な髪色も目立たない。

　レヴィは同じ布で作られた上着と黒いズボンで、いつもよりもかなり簡素な服装だ。

「アイリ、出掛けましょう」

「はい。喜んで」

　レヴィが差し出す手を取ると、ふわりと抱き上げられた。目隠しはしなくなっても、塔の階段は必ずレヴィが運んでくれる。重くないのか気になりつつも、息を切らすこともないレヴィの足取りは軽い。

　塔の外に出ると久しぶりの直射日光がまぶしい。この四カ月半、採光窓からの日の光しか浴びていなかった。

　窓にカーテンが掛けられた馬車の中では、レヴィの膝の上が私の定位置だ。話題はもっぱら、最近翻訳している本のことになる。私が翻訳したものは製本されて王城の図書室に置かれているらしい。人気の出そうな話は複製して希望者に配る計画が立てられている。

「今回のお話は一般国民向けだと思います」

「残念ですが、我が国では一般国民の識字率は低いのです」

　レヴィが少し寂しい声で呟いた。確かに侯爵家で勤めていた人々も、ほとんど字が読めなかった。他の国では一般国民の義務教育制度がある国や、学校制度を始めようとしている国もあるとは聞いている。

「一般国民が知識を持つことを反対する者たちが貴族に多いのです」

　文字を読み、計算ができるようになれば、確実に文化が進む。家畜のように支配して搾取するだけではいられない。必ず支配する側にも対価が求められるようになる。それを恐れているのだろう。

「王子は学校を作ることを目指していますが、まだまだ遠い道のりです」

「……何かお手伝いできるといいのですが」

　口にしてから後悔した。私は罪人だ。王子の行動を支えるなんて、おこがましい。

「アイリは本当に世話好きですね。例えば何が思いつきますか？」

　口を閉ざした私の頬を指で撫でながら、レヴィが笑う。

「あの……私が翻訳している本の中で、面白そうな話をわかりやすい言葉に書き直して、絵を付けた本にします。それを読み聞かせる場を作れば、興味を持って字を学ぼうとする人も出てくるかもしれないな、と」

　甘くてぬるい話だとは思う。この異世界では夢物語に近い。元の世界で子供たちに絵本を読み聞かせていたことを懐かしく思い出す。絵本がきっかけで本を読むことを覚えた子供もいた。

「それは面白い案ですね。王子に進言しましょう」

　レヴィもこれが夢物語だとわかっているだろう。それでも笑ってくれるのは嬉しい。あれこれと二人で計画を立てているうちに、目的地へと到着した。






　馬車を降りると森の中に草原が広がっていた。

「ここは？」

「〝ウサギの国〟です。王子のウサギ好きが高じて、この広大なウサギ禁猟区が作られました」

　一応、形ばかりの木の柵が草原を取り囲んでいるものの、ウサギは自由に出入りできそうだ。

「ウサギが増えすぎたりしないのですか？」

　ウサギは年中繁殖すると聞いている。

「この草原の奥には、魔物が住む森があります。魔物は柵から出て迷い込むウサギを食べて満足しています。……ここは、魔物が人を襲わないようにする為の緩衝地帯なのです」

「本当にこの世界には魔物がいるのですね。どんな姿なのですか？」

　話には聞いていても実際の姿を見たことはなかった。

「この森に住むのは狼に似た魔物です。昔は森の動物が少なくなると近隣の村を襲っていました。この〝ウサギの国〟ができてから被害はありません」

　草原の中央には東屋が建てられていた。地下水をくみ上げて浄化する仕組みがあって綺麗な水が出る。秋と冬には、ここで水と餌をウサギに与えているらしい。

　東屋のテーブルに持参した昼食を広げる。焼かれた肉類と蒸された野菜にパンにチーズ。小さなリンゴと水代わりの発泡酒。簡単なメニューでも外で食べる食事はわくわくする。

　食べ終えた後、レヴィは小さな鍋と携帯用焜炉を袋から取り出した。珈琲の粉を鍋に入れ、水を入れて沸かす。砂糖を加えないことを除けば、トルコ珈琲の淹れ方に似ている。

「珈琲ですか？」

　この世界に来て初めて珈琲の匂いを嗅いだ。懐かしさに頬が緩む。

「留学先の外国で珈琲とこの淹れ方を習いました。王子は珈琲好きですが、最後に残る粉が苦手だそうで、いつも文句を言われています」

　レヴィの手つきは丁寧だ。珈琲も何故か美味しそうに見える。

「粉が苦手なら、紙や布で濾すという淹れ方もありますよ」

　私の何気ない言葉にレヴィが驚いた顔を見せた。帰ったらその方法を教えて欲しいと言われて、私は了承した。

　砂糖をたっぷり入れた珈琲は甘すぎると感じても、久しぶりの味は嬉しかった。食器を片付けて、手を繋いで草原を歩く。秋の風は冷たくても繋いだ手は温かくて嬉しい。

　日当たりのいい草原で座り込むと、視界の端で動く茶色のウサギの耳を捉えた。小さな顔が草の間からぴょこりと覗く。

「可愛い！　おいで！」

　私は思わず手を伸ばした。

「アイリ！　呼んでは駄目です！」

　レヴィの制止は遅かった。あっと言う間に手のひらに乗る程の小さなウサギが何十匹も飛び跳ねてきて、肩やスカートの上に乗る。ウサギまみれという表現ができそうな程、集まってきた。どうやら元の世界のウサギと姿は似ていても運動能力が違うようで、ジャンプ力が桁違いだ。

「子供のウサギたちは、人間に興味を持っています。呼ぶと喜んでやってきます」

　レヴィもウサギまみれだ。頭の上にも肩の上にも小さなウサギが乗っている。

「しばらく動かずにいれば、飽きてどこかに行ってしまいます。それまで我慢して頂けますか？」

　レヴィは、ころりと肩から転がり落ちたウサギを手のひらで受け止めて、また自分の肩に戻した。苦笑して溜息を吐きながらも、ウサギが可愛いのだろう。

「はい」

　レヴィの優しい手つきが可笑しくて、ついつい笑ってしまうと、レヴィも微笑む。

　しばらくして、ウサギたちが散り散りに去っていくと、土にまみれたレヴィと私が取り残された。

「ごめんなさい。服が汚れてしまいましたね」

「いつものことです。だからこの色の服を選んだのです」

　笑うレヴィと服に付いた土を払う。成程、濃い茶色の服なら、土の汚れも目立たない。

「王子と一緒に来ると大きなウサギまで呼ぶので、もっと酷いことになります」

「大きなウサギ？」

「ほら、あれです」

　何故か声を落としたレヴィが視線で示した方向には、大きな茶色のウサギが二匹立っていた。確かに大きい。後ろ足で立ち上がっているからか、耳まで入れると一メートルを軽く超えている。

「……お、大きすぎませんか？」

「彼と彼女はこの森が出来た頃からの主です。もう十五年は生きています。王子が付けた名前を呼ぶと嬉しいのか飛びついてくるのですが、重くて酷い目に合います」

「名前があるのですか？」

「ここでは決して名前を呼んではいけないので、後で教えますね」

　レヴィは絶対にウサギに顔を向けようとしない。きっと二匹に飛びつかれたことがあるのだろう。笑いながら手を繋いで、また草原を歩く。楽しい時間はあっと言う間で、辺りは夕日の赤に包まれた。

「そろそろ戻りましょうか。アイリ」

「……はい」

　名残惜しい。私の表情を読んだのか、レヴィが肩を抱く。

「また今度来ましょう」

　レヴィの微笑みの直後に優しいキスが額に落ちた。






　馬車に戻って来た道を戻る。外の景色は見えなくても、レヴィと話していると楽しくて時間が足りない。

〝ウサギの国〟から離れた所で、ようやくレヴィはウサギたちの名前を教えてくれた。

「先程の大きなウサギはダニエルとエステルという名前が付けられています。誰かが名前を呼ぶと何故か私の背中に乗るのです」

　二匹同時に乗られると重そうだ。想像すると笑ってしまいそうになる。

「王子が名前を呼んでも、ですか？」

「誰が呼んでも必ず私が被害にあいます。理由がわからないので、王子があのウサギたちは私の親族ではないかとからかう…………？」

　話している最中に、レヴィの目が鋭くなった。

「どうしたのですか？」

「道が違います。ここで曲がるはずは……」

　私の腰を抱くレヴィの腕の力が強くなる。何が起きたのか不安を感じつつも、レヴィがいるなら安心できる。

　突然、馬車が大きく揺れて、少し傾いて止まった。レヴィに抱きしめられながら馬車の外に耳を澄ましても不審な音は聞こえない。

「……アイリ、貴女を絶対に護ります。私を信じてくれますか？」

　レヴィが微笑む。夜空の色の瞳は優しくて、抱きしめる腕は温かい。

「はい。信じます」

「では、私がいいと言うまで目を閉じて、ここにいて下さい」

　レヴィの言葉に頷いて目を閉じると、ふわりと温かい空気を感じた。

　馬車の扉を開閉する音がして、馬車が揺れる。

「マズイ！〝王子の白ウサギ〟だ！」

　知らない男の叫びが聞こえて、剣戟の音が始まった。

「休暇を取っているんじゃなかったのか！」

　複数の男達の怒声の中、騙されたという言葉が飛び交う。馬車が揺れ、扉とは反対側の窓が何か硬い物で激しく叩かれる音がしても、窓が割れることはない。

　剣戟の音は続いている。レヴィは魔法剣で戦っているのだろうか。怪我をしないようにと祈ることしか私にはできない。戦えない私が外に出れば足手まといになるのは、わかりきっている。

　揺れる馬車の中で震えながら祈っていると十分程で男たちの声が途絶え、窓を叩く音も途切れて馬車の扉が開いた。

「アイリ、無事ですか？」

　レヴィの声に、安堵して目を開く。

「え？」

　レヴィの紺色の髪は輝く白髪になっていた。夜空の色だった瞳は紅い。

「アイリ、私がいいと言うまでと言ったでしょう？」

　レヴィが耳を赤らめる。私は手を伸ばして、そっと白い髪に触れた。さらりと零れる髪は本物だ。

「ご、ごめんなさい。この髪の色は？」

「これが元々の私の姿です。あの色はこの魔法剣の色。……この色は嫌ですか？」

　レヴィが寂し気な表情になった。腰に下げられた剣は、黒銀色の柄、闇に近い紺色の鞘。

「いいえ。どちらも素敵です。驚いただけなの」

　夜の色のレヴィも、白いレヴィも素敵だ。顔が赤くなるのは止められない。

「それなら良かった……馬車の車輪が壊れそうです。降りましょう」

　レヴィの手を借りて傾いた馬車から降りると、周囲にはシャツとズボンという、一般国民と変わらない簡素な服装の男たちが倒れていた。手にした剣がすべて折れていても、血は全く流れていない。

「この人たちは？　強盗ですか？」

「いいえ。王子を狙っていたのでしょう。……王子からお忍び用の馬車を借りたのは間違いでした」

　レヴィが溜息を吐く。どうやら今日の〝ウサギの国〟への外出も王子に勧められてのことらしい。

「御者の方は？」

　目の前の光景に驚くばかりだった私は、御者のことを思い出した。レヴィと共に馬車を見れば御者台に頭から血を流して男性が倒れている。手巾で血を拭くと傷は小さなものだった。石か何かを投げつけられたのだろう。すぐに意識を取り戻したのでほっとした。

「アイリは世話好きですね」

　レヴィが苦笑しても目の前で血を流している人がいれば、手を出してしまうのは仕方ない。

「あの、倒れている人たちは？」

「まさか刺客まで助けるつもりですか？」

　レヴィの苦笑がさらに深まる。その表情はどこか甘くて、鼓動が跳ねる。

「いいえ。その、どうやって捕まえておくのかと」

　このまま放置すれば、逃げてまた襲撃してくるだろう。王子の暗殺を企てた罪は重い。

「おそらく私たちを囮にしたのは王子です。すぐに騎士が来るでしょう」

　レヴィの言葉通り、馬に乗った数名の騎士と兵たちが到着した。

「おや、貴方が女性をお連れとは……」

　騎士の一人がレヴィに声を掛けた。レヴィは私の顔を隠すようにして、抱き寄せる。

「見ないでください。……代わりの馬車は用意されていますか？」

「少し後で到着します」

　別の騎士が答える。

「待ってはいられません。馬を借ります」

　レヴィはそう言って私を横座りで馬に乗せ、自分も私の後ろへ軽やかに乗った。

「走らせます。しっかりつかまっていてください」

　一言を私に告げ、宵闇の中を馬が走り抜ける。暗い森を抜け、喧騒に包まれた町を横目に通り過ぎ、王城の裏口へと入って速度が落とされた。馬が歩き始めて、ようやくレヴィを見上げる余裕ができた。白いレヴィは輝いているようで眩しく見える。

「どうしました？　アイリ」

「あの……髪が光っているように見えます」

「アイリも光っていますよ」

　レヴィの言葉で自分の手を見るとぼんやりと白く輝いている。

「不思議……どうしてですか？」

「調べてみないとわかりませんが、おそらく、アイリと私で魔力の共有が起きています」

　言葉の続きを聞くことはできなかった。塔の前に到着して、馬から降ろされる。私たちが降りると、馬は王城へと歩いていく。

「あの馬はどうなるのですか？」

「騎士の馬は訓練されていますから、王城の厩舎へ自分で戻ります」

　白く輝くレヴィは神々しい。ふわりと抱き上げられて、その甘い美貌が近くに迫る。

「急ぎます。舌を噛まないように気を付けて下さい」

　口を閉じるとレヴィは塔の階段を走って上り始めた。二百段の階段を上り切っても息は殆ど乱れない。性急な仕草で部屋に入ると、私をそっと床に降ろしてから強く抱きしめた。

「アイリ……」

　少し苦しげな紅い瞳が近づいてきて、忙しなくキスが始まる。レヴィのいつもの余裕は感じられない。むさぼられるようなキスはぞくりと快感を呼ぶ。激しいキスで、ヘッドドレスが外れて床に落ちた。

「あ……」

　立ったままで、徐々に壁に追い詰められていく。激しいキスの中、とろりと口の端から零れた唾液を舌で舐めとられる。レヴィの舌は首すじをなぞっていき、喉を甘く噛まれた。

「んっ！」

　甘噛みの刺激で軽くイッた。びくりと跳ねる体を強く片腕で抱きしめながら、レヴィの片手が私のワンピースのボタンを外そうとする。

　慣れていないのか、レヴィの指はボタンを外すことができない。キスを受けながら、前開きのボタンを自分で外していく。ウエスト下までボタンを外した所で、大きく襟元を開かれた。

　片手ですくい上げるように乳房を下着から出されて揉まれる。レヴィの肌は白いと思っていたのに、私よりも日に焼けているらしい。男性の骨ばった指が柔らかい胸に食い込む光景は卑猥で官能的だ。

　レヴィの舌が鎖骨を舐めて、胸へと向かう。白くて長い髪を撫でるとさらさらと零れる。舌で乳首を舐められただけで、背筋に快感が走った。駆け上がる快感から逃れたくて背中が反る。

　その行動は、胸をレヴィに差し出す結果になってしまっていた。乳首を舐め転がされると、さらに快感が全身に広がり、視線を向けると飴を舐めるような赤い舌の動きが見えて羞恥に震える。

「あっ！」

　乳首を強く吸われて、甘く噛まれてイッた。気持ちいい。胸だけでイけるなんて知らなかった。深い快感ではないけれど、とろりと蜜が流れ出るのが判る程。

　軽く弛緩する体を抱きしめられて、息を吐く。

「……レヴィ？」

　レヴィは目を閉じたまま、私を抱きしめている。眉間に寄ったシワは、何かを我慢しているように見えた。抱きしめる体の間に手を入れて、ズボン越しに熱い硬さを撫でると、レヴィの体がびくりと震えた。

「アイリ、少し待って下さい。……剣を抜いた為なのか興奮が鎮まりません。今まで、こんなことはありませんでした。」

「我慢しなくてもいいですよ」

　レヴィなら、このまま最後まで抱いてくれてもいい。そう告げてもレヴィは動こうとしない。

「あの……経験はないのですが、手淫しましょうか？」

　目を閉じて沈黙したまま我慢するレヴィに、私は恥ずかしい提案を囁く。レヴィは驚いて目を開けた。

「アイリは、本当に世話好きですね」

　くすりと紅い目が笑う。恥ずかしさはあるけれど私だけがイッて、レヴィは我慢したままだ。射精しないのは苦しいだろう。

　レヴィが上着とシャツを脱いで、すぐに生々しい熱さが手のひらに押し付けられた。恐る恐る握ると指が回らない。ゆっくりと上下に動かすとレヴィの表情が艶めく。

「アイリ……もう少し、力を込めてもらえますか？」

　レヴィが熱い息で囁く。強く握るとレヴィが微かに呻く。

「痛くないですか？」

「……気持ちいいですよ。続けて下さい」

　手の中の熱い陰茎がびくりと動く。強く握りしめたまま扱くと、レヴィの息が乱れてきた。

　息を乱した白いレヴィは、見ている私が恥ずかしくなる程に艶めいていて視覚を刺激する。微かな呻き声が耳から入ってくると、ぞくりと背筋に快感が走る。

「アイリ、何を見ているのですか？」

　拗ねたような声でレヴィが囁いて、深いキスが始まる。キスの気持ち良さに流されないように、速度を上げて強く扱き続ける。

「……っ！」

　強く抱きしめられた途端に、陰茎がびくりと跳ねて、手に熱い白濁が伝う。びくびくと暴れていた硬い陰茎が徐々に柔らかくなっていく。どう表現したらいいのかわからないけれど、変な達成感と満足感に包まれていた。恥ずかしさよりもレヴィが気持ち良くなれたなら嬉しい。

　すぐにレヴィが脱いだシャツで手と服が拭かれた。

「アイリのお陰で我慢できました」

　ズボンを軽く整えたレヴィが笑って、私の頬にキスをする。最後まで抱いてくれてもいいのにと口走りそうになって恥じ入る。

「アイリ、試したいことがあるのですが、いいですか？」

　微笑む紅い瞳に、私は頷いた。






　入浴した後、私は夜着のまま寝室で待たされていた。何を試すのか聞こうと思いながらも、直前の行為が恥ずかしくて聞けなかった。

「お待たせしました。アイリ」

　ガウンを着たレヴィの髪は白いままだ。手には魔法剣を携えている。

「浴室にも持って入るのですか？」

「この剣から二十歩以上は離れることができないのです。離れると契約で強制的に体内に戻ってきます」

　強制的に戻ってくる時には酷い痛みが伴うらしい。レヴィに促されて、ベッドに二人で腰かける。

「アイリ、この剣を持ってみて下さい」

　レヴィから魔法剣を受け取ると、剣とは思えない程軽くて驚く。

「……軽い！」

「少しだけ、抜いてみて下さい」

　レヴィに言われるまま、剣を少しだけ抜いた。

「あ。……綺麗……」

　魔法剣の刀身は透明感のある紺色で、金属ではなかった。夜の空気が結晶化したようで美しい。

　鞘から剣をすべて抜くと魔法灯の光を受けて、刀身がきらりと煌めく。

「……魔法剣は契約者以外には重くて持てず、抜けないと言われています」

「え？　でも……」

　レヴィの言葉と違って手にした剣はとても軽い。

「アイリが剣を使うことはないと思いますが、アイリもこの魔法剣に気に入られたということでしょうか」

　レヴィが優しく微笑む。魔法剣に気に入られたと言われて、私の心は少し弾んだ。私がこの剣を使うことはないとはいえ、綺麗で不思議な剣を見られたことは嬉しい。

「アイリ、夕食にしましょうか」

　レヴィは私から受け取った魔法剣を鞘に戻し、寝室の壁に掛けて微笑んだ。






　翌日の早朝、出掛ける直前に白いレヴィは魔法剣を掴んだ。

「アイリ、手を添えて下さい」

「はい」

　剣の鞘に手を添えると魔法剣が鈴のような澄んだ音を立てる。

「魔法剣が喜んでいます」

　レヴィが口の中で何か呪文を唱えると剣が夜色の光球になってレヴィの胸に吸い込まれた。

　紅い瞳が夜空の色に染まり、白い髪が紺色へと変化していく。煌めく星の欠片のような七色の光が周囲に零れる光景は神秘的だ。

「それでは、行って来ます」

　夜の色のレヴィが優しく唇にキスを落として、王城へと向かった。

　その日から、レヴィは部屋に戻ってくると魔法剣を分離するようになった。夜に剣を受け取って寝室の壁に掛け、朝には剣を手渡すことが、私の仕事の一つになった。






　秋が過ぎ、寒い冬へと季節が移り変わる。部屋の中は魔法石による室温調整が効いているので寒くはない。外から帰ってきたレヴィの頬の冷たさで冬の寒さを知る。

「もう雪が降っているのですか？」

　レヴィの紺色の髪についた雪を手で払う。いつもよりも雪が降るのが早い。

「今年は早いですね。……年明けに、少しまとまった休暇が取れそうです。どこかに出かけましょうか」

「はい。レヴィと一緒なら、どこでもいいですよ。でも、お疲れではありませんか？　ここでゆっくり過ごすのも休暇になります」

　私がそう答えると、レヴィが目を泳がせながら私を抱きしめて囁く。

「……嬉しいですが、ここにいると王子の気まぐれな呼び出しに応えなければなりません。一緒に王子から逃げて頂けますか？」

「はい。喜んで」

　笑みを含んだレヴィの囁きに、私は笑って答えた。






　年末が迫ってくると、レヴィの勤務時間が長くなっていく。夕食を一緒に食べられないことも多くなっていた。

　この国では、年越しのパーティーが数日間続く。王族は王城内だけでなく、あちこちの貴族のパーティーに顔を出し、町の広場で新年を祝う一般国民にも挨拶をする。王子は日帰りばかりとはいえ、かなりの数の町を訪れている。

「今年は一人きりなのね」

　早朝レヴィを送り出して、私は独り呟く。この世界に来てから年末年始は侯爵夫妻と王城のパーティーに参加していた。未成年と偽っていた私は他の令嬢たちとお茶を飲み、ゲームやおしゃべりをしながら、賑やかに過ごしていたことを懐かしく思い出す。

　寂しくても仕方がないと自分に言い聞かせて、私は本の翻訳に取り掛かった。






　昼食の後、懐かしい女性が居間に現れた。

「メイ？　どうしたの？　お義父様とお義母様……侯爵夫妻に何かあったの？」

　扉の前で佇んでいるのは侍女のメイだ。王子妃選びの後、別れてそれきりだった。

「いいえ。侯爵夫妻はお元気です。……あの……その……」

　私よりも少し年下で、てきぱきと仕事をする女性だ。以前と違って言葉の歯切れが悪いのは何故だろう。

「実は……私、あの王子妃選びの際に騎士とお付き合いを始めまして……その……この度、婚約を……」

「おめでとう！　良かったわね！」

　私は嬉しくなって、以前のようにメイに抱き付いた。今年二十六歳になるメイは、この国では嫁き遅れと言われてしまう歳だ。王子妃選びの際には古城の警備であちこちに王城から派遣された騎士がいた。出会いがあって当然だろう。

「あ、ありがとうございます。それで……その……勤め先を王城に変えまして……」

　顔を真っ赤にしたメイの言葉は途切れ途切れだ。以前とは違う、言葉を選ぶような話しぶりは恥ずかしいからだろう。

「王城に？」

「はい。あの……ここで、お嬢様のお世話を担当することになりました」

　メイの言葉に驚いた。

「え？」

「あの……その……ジェ……いえ、その……王子の命令で……」

　メイの言葉で、自分が王子を騙した罪人だということを思い出した。レヴィに大事にされ過ぎて、すっかり忘れてしまっていた。

「わかったわ。これからもよろしくね」

　私は精一杯の明るい笑顔を作って、メイに笑い掛けるしかなかった。






　メイは基本的にレヴィが出かけた後から夕方まで居間に控えている。私が本の翻訳をしている間、お茶を淹れ、時には話し相手になってくれる。

　ある日の午後、一緒にお茶を飲んでいる際に私はふと尋ねた。

「結婚式はいつになるの？」

「婚約期間がありますので一年先になります。……そろそろドレスを選ばなければならないのですが、決まらなくて困っています」

　メイの困り顔は珍しい。

「ここで見てもいいわよ」

　時間が無いのならと私は提案した。喜んだメイが持ち込んできたのは大量のデザイン画。殆どが最新流行のドレスだ。

「どれでも好きなものを選んでいいと言われているのですが、逆に迷ってしまって……」

　メイが迷うのも仕方がない。百枚以上のデザイン画の中では、古典的なドレスも目新しく見える。

「何色のドレスにするの？」

「伝統的な色は赤ですが、最近は自分の好きな色にするのが流行っているそうです」

　この国では、婚礼用のドレスが白ということはないらしい。レースや模様の入った布は、注文してから人の手で作られる。ミシンや機械類はないから、すべて手作業。時間が掛かるので一年前に注文することが普通だとメイが言った。

「お嬢様なら、どれをお選びになりますか？」

　メイの何気ない言葉に戸惑いを感じる。罪人の私は王子の従者であるレヴィと結婚はできないだろう。結婚式なんて望めない。

「そうね……」

　メイの結婚にケチをつけたくない一心で、迷うふりをしながらデザイン画に目を落とす。二人で笑いながら、あれでもないこれでもないと言っているうちに戸惑いと寂しさは消えた。

　数日かけて、メイがドレスのデザインと布を選んだ。これで注文をすると言って喜ぶ姿を見ていると、どうしてもうらやましいと感じてしまう。寂しさを紛らわせる為に私も遊びのつもりでドレスと布を選んでみた。注文する機会はなくても、着ている姿を想像するだけで楽しい。






　大晦日、レヴィは朝まで帰れないと溜息を吐いて出かけて行った。独り残された私は日付が変わる前に寝てしまおうとベッドに入ったものの、王城全体が喧騒に包まれている。塔の周囲にも人が多数いるようで、話し声や音楽が気になって眠れない。

　眠ることを諦めて、体を起こして魔法灯を点けると、寝室の扉が開いてレヴィが入ってきた。

「アイリ？　起こしてしまいましたか？」

「いいえ。眠れませんでした。……お帰りなさい、レヴィ」

　微笑むと、レヴィに抱きしめられる。ふわりとお酒の匂いが漂う。

「少し抜け出して来ました」

　レヴィの言葉と微笑みが嬉しい。喧騒の中、独りで過ごす大晦日は想像以上に寂しすぎた。

　年越しの鐘が騒がしい程に鳴り響き、あちこちで新年を祝う声が上がっている。この国の年越しは賑やかだ。

　年が変わる瞬間、軽いキスをしながら抱き合う。するりと入ってきた舌はお酒の味がする。どれだけ飲んできたのだろう。くすりと笑うと夜空の色の瞳も笑う。

「新しい年を祝いましょう。今年も豊かな一年でありますように」

　この国の新年の挨拶の言葉を交わす。

「アイリの世界では、新年の挨拶はどんなものだったのですか？」

「私の国では、『あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願いします』というのが新年の挨拶です」

「そうですか。あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願いします」

　レヴィがそう言って微笑む。日本語ではない不思議な響きでも、充分気持ちは伝わる。

「アイリ、王子から逃げる準備はできていますか？」

　レヴィが囁く。

「はい。できています」

　荷造りは済んでいる。どこに行くのかは聞いていないけれど、レヴィと一緒ならどこでもいい。

「新年の仕事が終わったら、一緒に出掛けましょう」

　夜の色のレヴィが、私の額にキスを落とした。






「……アイリ、すみません。私が甘過ぎました」

　御者台で馬車を操りながら、白いレヴィが盛大な溜息を吐くのも仕方がないことだと思う。私も御者台に座っている。温かいマントとレヴィの魔法による風の遮断で寒さは特に感じない。

　塔を出発して、森を通る道に入った途端に刺客に襲撃された。

　片腕の骨を折ってしまった御者を駆け付けた騎士たちに預けて、私たちは目的地を目指して馬車を走らせている。

「あの……戻った方がいいのではないですか？」

「戻れば、王子にこき使われるに決まっています」

　レヴィの拗ねた声に笑ってしまう。王子の馬車ではなく公爵家のお忍び用の地味な馬車を借りたのに、また襲撃されてしまったとレヴィは溜息を吐く。

「アイリ、心配しなくていいですよ。私が〝王子の白ウサギ〟の姿でいる間は、誰も手出しはしません」

　白いレヴィは〝王子の白ウサギ〟と刺客たちに呼ばれている。魔法剣を振るう姿は、魔術師がいないこの国で畏怖の対象だ。これまで王子を襲撃した実行者はすべて捕らえられ、目撃した者たちも魔法の力を恐れて気軽に話すことはない。白いレヴィが表立った噂にならないのは、それが理由らしい。

「力のある魔術師や魔女の名前を口にすることは、この世界では非常に恐れられています。百年程前、〝大災厄の魔女〟の名前を呼んで罵倒した王のせいで、三つの国が一夜にして滅びました」

　その話は私も聞いたことがあった。三つの国の王族と貴族が、魔女の魔法で死に絶えたという恐ろしい話だ。〝大災厄の魔女〟の名前は書物に書かれていても絶対に声に出してはいけないと言われている。

「私にはそのような大きな魔力はありませんが、勝手に怖がっているのです」

　レヴィは苦笑しながら、馬を操る。馬車の扱いは王子の従者として必要に迫られ、覚えるしかなかったと愚痴めいた言葉を零す。

　レヴィは魔法剣を使っても熱を出さなくなっていた。はっきりとした理由はわからないものの、私が魔法剣に気に入られたことが負担の解消につながっているようだ。何にせよ、レヴィの役に立てることは嬉しい。毎日大事にされるだけで、翻訳以外は何の役にも立てていないことがずっと気になっている。






　雪が積もる森の中、馬車が走り抜ける。主な街道は、魔法石による雪の溶解システムが完備されていて、道が埋もれることはない。

　いくつかの森を抜けると、大きな湖が煌めいていた。湖畔には白い石でできた可愛らしい城が建っている。周囲には雪が積もっていて、赤い月と緑の月が浮かぶ空と相まって幻想的だ。

「あれが私の城です」

　レヴィの言葉に驚いた。大小はあっても城を持つ貴族は片手で数える程しかいない。

「アイリ、驚かないで下さい。見た目は可愛らしいですが、古くて不便で買い手がいなかった城を買っただけなのですよ。使用人も最低限しかいないので、覚悟しておいてください」

　レヴィは謙遜しているけれど城を買って維持するだけの収入を持っているなら、かなり力のある貴族のはずだ。侯爵家の娘を演じる為に頭に叩き込んだ貴族の家名を思い出しても該当する家が思い浮かばない。






　城に到着すると、玄関ホールに十名程の使用人が並んで待っていた。確かに城のサイズに比べて使用人が少ないと思う。隅々まで管理することを考えれば、人数は一桁足りないだろう。

　家令の中年男性が、侯爵家の老齢の家令と雰囲気が似ているような気がしても、名前を聞くことはできなかった。

　レヴィが滞在の挨拶をし、私も挨拶をする。使用人に丁寧な挨拶をする貴族はこの国では珍しい。侯爵夫妻も使用人たちには最大限の感謝と敬意を払っていたことを思い出す。他の貴族たちは使用人を道具か何かのように扱うのが当たり前だった。

　貴族と使用人。きちんと区別をすることは貴族社会を維持するためには必要なのだろう。ただ、使い捨ての道具のように過剰に蔑む言動は見ていて気分が悪い。そうは言っても、女の身では貴族に意見することはできなかった。

　この国では貴族が没落し始めると使用人たちが真っ先に強奪者に変わると聞いた。何がどこにあるのか知り尽くした使用人が、家財を売り払い逃げてしまう。

　今思えば、侯爵家がぎりぎりのバランスで存続していたのも、使用人たちの支えがあったからかもしれない。侯爵夫妻の人柄が使用人たちのモラルの崩壊を防いでいたのだろう。






　軽く夕食を食べた後、主寝室へと向かった。

　重厚で豪華なデザインの飴色の家具には歴史を感じる。塔のアイボリー色の家具も素敵だけれど、この家具たちも素晴らしい。

　交代で浴室を使った後、ベッドにそっと押し倒された。

「アイリ……」

　いつもの深いキスの中、ぬるい快感にびくりと体が跳ねる。レヴィの手が胸を優しく揉む。

「あ……」

　目を開くと紅い瞳がとろりと笑う。胸を揉まれながら、ついばむようなキスを繰り返す。

　キスが徐々に首へと下がっていく。喉を柔らかく甘噛みされると、緩い緊張と快感が全身に走る。首筋に顔を埋めたレヴィが深く息を吸い込んだ。私の匂いが気に入っていると聞いても、とても恥ずかしい。

　突然、レヴィの動きが止まって、覆いかぶさる重みが増した。

「……？　レヴィ？」

　声を掛けてみたけれど動かない。レヴィの息が寝息に変わっている。

　考えてみれば、レヴィは徹夜で長時間馬車を操っていた。疲れているのは仕方がない。

「よいしょ、っと」

　かなり苦労してレヴィの下から脱出してもレヴィは眠りから覚めない。私はレヴィに羽根布団を掛け、頬にキスをして目を閉じた。






　目が覚めると窓のカーテンの隙間から朝の光が零れていて、部屋がほんのり明るい。天蓋から下がる仕切り布が苦手な私は、いつも開けたままだ。

　横で眠るレヴィの力が抜けた表情は、どこか可愛い。夜の色のレヴィは鋭くて知的な印象が強い、白いレヴィは柔らかな印象がある。纏う色彩は違っていても、どちらのレヴィも素敵だ。

　顔にかかる白い髪を指でそっと払うと、紅い色が現れる。

「……アイリ？　……まさか、朝……ですか？」

「はい。よく眠っていらっしゃいました」

　愕然としたレヴィの表情に笑いながら私は答える。

「……完全な失態です……」

　ふにゃりと眉を下げる顔が、たまらなく可愛い。腰に腕が回されて、甘えるように頬に頬をすり寄せられると鼓動が跳ね上がる。

「……起きましょう」

「お疲れなのですから、ゆっくり眠ってもいいのでは？　何も予定はないのでしょう？」

「予定があったのです。……寝過ごしてしまいました」

　レヴィには何か予定があったらしい。軽いキスを交わして、ベッドから起き上がった。






　二人きりで朝食を食べた後、温かなマントを着せられて、手を引かれて散歩に出た。

　この国では、雪は夕方から夜に降る。遥かな昔、王子と巫女が身分違いの恋をして、降り積もる雪の中を逃亡する最中に命を落とした。女神はそのことを悲しんで、昼間には雪を降らすことがなくなったと言われている。実際、私がこの異世界で過ごしてきた間、明るいうちに雪が降ったことはない。

「湖の対岸から太陽が昇ります。夜明けはとても綺麗な光景ですから、一緒に見ようと思っていたのです」

　コートを着た白いレヴィが苦笑する。魔法剣は腰のベルトに下げられている。

「明日の朝では駄目なのですか？」

　私が問うと、少しでも早く見せたかったとレヴィが笑う。

「アイリのそばにいると、気が緩んでしまいます。こんなに安心できることはありませんでした」

　抱きしめながら囁くレヴィの言葉が嬉しい。レヴィが安心して心を休めることができるのなら、何の力もない私がそばにいる理由もできる。

「少しでもレヴィのお役に立てているなら嬉しいです」

　微笑んで抱き付くと、レヴィの腕の力が増した。






　白い城での生活も、のんびりとした時間が過ぎていく。魔法灯を持ち、手を繋いで城の中を探検するように歩き回る。使用人は最低限しか姿を見せないから、二人きりで過ごしている錯覚を起こしてしまいそうだ。

「……この扉も開けたことがありません」

　白いレヴィが少し緊張した面持ちで扉を開く。長い間、開かれなかったのか、ぎぎぎと扉が軋む音が廊下に響き渡る。

　白い大理石の床、三十畳程の部屋には、白い布を掛けられた家具が置かれていた。

「この部屋には先住者はいないようですね」

　レヴィの大袈裟な安堵の声と表情が可愛らしい。昨日開けた部屋には割れた窓から入り込んだ八匹の黒猫の親子がくつろいでいた。部屋を整え、この城の住人になってもらう為に半日を費やした。レヴィはウサギには慣れていても、猫には慣れていないらしく、子猫たちに肩までよじ登られて固まっていた。

「猫が苦手なのですか？」

「……食べられてしまいそうな気がするのです」

　レヴィの顔は真剣だ。笑ってはいけないと思いつつも、口が歪んでしまう。

「皆には絶対に秘密にして下さい」

「はい。秘密ですね」

　この城に来てから、私だけが知っているレヴィが増えていくことが嬉しい。

　細心の注意を払いながらホコリまみれのカーテンを開くと、中庭へと続く床面まである両開きのガラス窓が現れて、部屋が日光で明るく照らされる。

　レヴィが部屋の中央に置かれた家具に掛かる白い布を取り去った。

　現れたのは、小学校の音楽室で見たリード・オルガンを横に伸ばしたような白い楽器。ふたを開けば長鍵は透明で短鍵は白い。

「これは何ですか？　とても綺麗な細工ですね」

「アルデンです」

　透明な長鍵は水晶、白い短鍵は月長石と聞いて驚きつつも、弾いていいと言われて長椅子へと腰かける。鍵の数は多く、手をいっぱいに伸ばしても端には届かない。足元の踏板は左右に二枚ずつで、真ん中に座ると踏むことができない。

「アルデンは二人で弾く為の楽器です。もちろん一人で弾くこともできます」

　レヴィが長椅子の左に座り、私が少し移動するとバランスが良い。踏板を交互に踏んで空気を送りながら長鍵を押すとパイプオルガンのような何層も重なる深みのある音が出た。

「あ……凄い」

　一音だけでも、まるで自分が名演奏者になった気分だ。

　大学の授業でピアノを学んでいても、指が覚えている曲は少ない。勤務していた小学校の校歌、唱歌や童謡を、記憶を頼りに弾いていく。素晴らしい楽器のお陰で簡単なメロディが荘厳な曲に聞こえる。

　たどたどしく繰り返すうち、レヴィが合わせて音を出し始めた。

「楽器は全くわかりません」

　素晴らしい演奏とは言えなくても、笑いながら二人で弾くと拙さも気にならない。

「図書室に楽譜があると思いますよ。この休暇中に一曲練習しましょうか」

「はい。喜んで」

　私はレヴィの提案に賛成し、図書室へと向かった。






　十日の休暇は、あっという間に終わってしまった。

　塔に戻る日の朝、二人で夜明けの光景を眺める。夜の色が徐々に白く明るい色になっていく。空に常に輝く赤と緑の月たちが、その背景を青に変え、小さな太陽の光が湖面をきらきらと光らせる。

　異世界の景色が、これ程までに綺麗だと思ったことはなかった。澄んだ空気は冷たくて、繋いだ手は温かい。心が静かに震えて、ほろりと涙が零れる。

「次の休暇も、また一緒に来ましょう。アイリに見せたい景色がまだまだ沢山ありますよ」

　私の涙を指で拭ったレヴィは、紅い瞳で優しく微笑む。この優しくて甘い生活がいつまで続くのか、時折不安になる中で未来に続く約束はとても嬉しい。






　春になっても塔での日々は変わらない。レヴィの休暇の際には、〝ウサギの国〟や白い城に出かけるようになった。そして、その度に大なり小なり襲撃を受ける。

「……アイリ、大丈夫ですか？」

「はい。大丈夫です」

　私たちが乗った馬車が襲撃されるのは、王子の企みらしい。レヴィが休暇を取ると王子がレヴィと離れてお忍びで外出すると情報を流す。王子は城を抜け出すふりをして独りで姿を消すので、襲撃計画が実行されるようだ。

　御者は服の下にきっちりと皮鎧を着こんでいた。瓶詰めにした動物の血も持っていて、襲撃が始まると死んだふりをしていると私たちが知ったのは、四回目の襲撃の時だ。

　レヴィは一人で囮になると言うけれど、私はどうしても一緒に行きたいと我儘を言って同行している。

「……どうしてこのような基本的な罠にかかるのでしょうか」

　白いレヴィは盛大な溜息を吐いて、そろそろ気が付いて欲しいと苦笑する。襲撃の方法は様々でも、レヴィが馬車から出るとすべてが終わる。

　私はレヴィが戦う姿を見たことはない。必ず護ってくれると信じて馬車の中で祈っている。

　そんな中、毎回最初に駆け付ける騎士がメイの婚約者だと気が付いた。メイから聞いている特徴に一致する。真面目で優しい人だから、きっとメイも幸せになれるだろう。






　夏から秋になる頃、徐々に襲撃が減ってきた。

「今日は何もありませんでしたね」

「やっと、これが罠だと理解したのでしょう」

　無事に塔に帰りついて、私が零した言葉に夜の色のレヴィが苦笑する。

　レヴィ本人は気が付いていないようだけれど、色の異なるレヴィは性格もほんの少しだけ異なっている。夜の色のレヴィは理性的で言葉が鋭い。白いレヴィは少し甘えん坊な所がある。私は、そんな違いを密かに楽しんでいる。






　日々翻訳する本は、創世神話やおとぎ話、料理本、冒険譚等々、多岐にわたる。ある日、女性向けと思われる装丁の本を選んで読み始めると官能小説だった。少々エロティックな内容を交えた話は刺激的だ。翻訳しながら、顔が赤くなる。

　――新年を祝う宴の中、翼を持つ魔物に攫われたお姫様は、高い塔に閉じ込められた。

　お姫様に求婚していた隣の国の王子が助けに来たけれど、お姫様が魔物と仲良く暮らしているのを目撃して、帰ってしまう。

　魔物とお姫様が国の危機を救い、王に許されて結婚式を挙げた時、魔物にかかっていた呪いが解けて、数年前に行方不明になっていた婚約者の姿を取り戻した――

『どうして教えてくださらなかったの？　意地悪だわ！』

　お姫様は最後にそう叫んで、人々の前で婚約者にキスをする。この世界では、人前で女性から男性にキスをすることはない。物語はそこで終わっているから、婚約者がどんな反応を示したのかはわからない。苦笑するのか、慌てて謝罪するのか、ごまかすのか、想像するだけでも楽しい。その本を翻訳した後も、そっと未翻訳の本に混ぜ込んで、時々読み返す。

「人前でレヴィに私からキスをしたら、どう反応するかしら」

　誰もいない寝室で、髪を梳かしながら呟く。夜の色のレヴィは、何事もなかったように振る舞いそうだ。白いレヴィは……どう反応するのか……。

「……そんな機会は無さそうだけど」

　私が人前でレヴィの隣に立つことはない。レヴィは優しいし、意地悪でもない。とはいえ夢を見ることだけは許して欲しい。

　私は櫛を置き、隠していた本を取り出して、再び物語の世界へと舞い降りた。

















第三章　歓喜の夜と祝福の朝












　私が塔に来てから一年半が過ぎた。二度目の年末が迫っている。

「綺麗な髪ですね」

　お茶を一緒に飲んでいたメイの言葉が嬉しい。一年半をかけて、ようやく肩まで黒髪に戻っている。

「ありがとう。脱色した髪と、こんなに状態が違うなんて私も知らなかったの」

　伸びた黒髪は艶やかだ。肩から下の腰まで伸びた髪はまだパサついていて茶色。結い上げてしまえばわからなくはなった。

「そういえば、そろそろメイの結婚式でしょう？」

「はい。年明けにお休みを頂いて結婚式を挙げる予定です」

　この国の結婚式は二人きりで、女神の神殿で行うことになっている。参列できないことは残念に思うけれどメイの幸せそうな表情を見ているだけでも嬉しい。

「ドレスも昨日、出来上がってきたそうです」

　婚姻用ドレスは男性が保管して、前日の夜に新婦に届けるのがこの国の伝統だ。休暇が終わった後、メイのドレスを見せてもらう約束を取り付けた。






　年末年始の行事で忙しいはずの白いレヴィに誘われて、夜の温室でダンスをする。今日は白いドレスが用意されていた。髪を結い上げて髪飾りを付ければ、完全に黒髪に戻ったように見える。

　色とりどりの花たちが歌う中、ゆったりとワルツに似たステップを踏む。今日のレヴィは、何故かとても楽しげで、ステップも軽やかだ。

　笑いながら三曲を踊った所で、レヴィが跪いて、私の右手を取った。

「アイリ、結婚して頂けますか？」

　突然のレヴィの言葉に、驚いた私は反射的に首を横に振る。この一年半、レヴィとの結婚を繰り返し想像したことはあっても、それはすべて夢の話。罪人である私と結婚してもレヴィは困るだけだ。

「私は……罪人です」

　涙がほろりと零れる。レヴィの言葉は嬉しい。でも応えることはできない。

「アイリ、貴女は罪人ではないですよ。よく思い出して下さい。私が一度でもアイリに罪があると言いましたか？」

「でも……私は、王子を騙して……処遇はレヴィに一任されていて……」

　そう言われれば、一度も私に罪があるという言葉を聞いてはいない。レヴィの指が、私の涙を優しく拭う。

「あ、あの塔は、私の牢獄だと」

「そう。アイリをさらって閉じ込める為の牢獄です。私はアイリをずっと愛していました。

　アイリが王子妃候補の少女たちを影から支える姿を見た時から、私の心はアイリに奪われています。見返りを何も求めず、他者を助け続ける姿は女神のようだと思っていました」

「私は……そんな清らかな存在ではありません」

　すべては、私がそうしたいと望んだからだ。ちっぽけな自分ができる事なら手を貸したいと思った。自分がこの世界に存在する理由を見つける為に必死だった。

「アイリは私の女神です。私はどうしてもアイリが欲しくて、アイリの誤解をそのままにしていました」

　立ち上がったレヴィが私をそっと抱きしめる。

「アイリ？　怒っていますか？」

　見上げると紅い瞳が寂し気に揺れていた。怒る気持ちにはなれない。私の心は、もうすでにレヴィを愛している。

「いいえ。でも、もっと早く教えて欲しかった」

　拗ねるような響きになってしまって、少し恥ずかしい。

「アイリが完全にシルヴィア・ラザフォードでなくなるのを待っていました。本当はアイリの髪がすべて黒髪に戻るまで待つつもりだったのですが、もう我慢の限界です」

「何の我慢ですか？」

　問いを口にしてから、気が付いた。そうだ。この国では貴族が婚姻前に子供を作ることは忌避されていて非難の対象だ。安全な避妊の方法はない。レヴィが最後まで私を抱かなかったのも、結婚していなかったからか。

「毎晩、愛するアイリが横にいるのに、我慢していたのですよ？」

　レヴィの囁きに、顔が赤くなるのは止められなかった。毎晩の深いキスの後、レヴィがどれだけの我慢をしていたのか想像もできない。

「毎日、アイリを愛していると言いたくて仕方ありませんでした。でも、言ってしまえば、おそらく我慢することはできなかった」

　耳を少し赤くしたレヴィの吐露は、とても甘くて、とろりと耳から全身へと回る。

「あの……私も、レヴィを愛しています」

　背伸びをして耳元で囁くと、レヴィの体がびくりと震えて強く強く抱きしめられる。

「……アイリ、もう一度聞きますよ？　私と結婚して頂けますか？」

「はい。喜んで」

　私が笑って答えると、レヴィは私を抱きしめたまま、嬉しくてたまらないと、くるりと回った。ドレスがふわりと広がって、ゆっくりと落ちる。

「アイリ、もう逃げられませんよ。覚悟して下さい」

　レヴィの言葉に頷いた私は、紅い瞳に完全に捕らわれていた。






　レヴィに抱き上げられて、塔へと戻った。

　居間には、豪華なドレスが着せられたトルソーが置かれている。

「このドレス……」

　私が一年前に遊びで選んだドレスだ。贅沢な手仕事を施されたアイボリーのシルクの光沢は、私の理想と夢が詰め込まれている。

「明日、結婚式を挙げましょう」

　私を抱き上げたまま、レヴィが耳元で囁く。声が甘い。

「あの……婚約期間は？」

「一緒に過ごした時間で十分です。婚約届は出してあります」

「……せ、せっかちですね」

　嬉しいけれど何を言っていいのかわからなくて、変な言葉が出た。

「気が早いと言われても止まりませんよ」

　レヴィが紅い瞳を細めて、私の頬にキスをする。何故か食べられてしまいそうに思えて、ドキドキする。いろいろと近い。近すぎる。

「あ、あの…………性格が変わっていませんか？」

　レヴィの言葉も態度も、とろりと甘い。これまでも優しく扱ってくれたけれど、さらに甘過ぎる気がする。

「我慢していたんですよ。もういいでしょう？　可愛いアイリ」

　甘えるような声で囁かれて、耳を優しく噛まれて震える。

「で、でも。いきなり、こんな……」

　突然とも思える甘い甘い豹変に、心がついていけない。

「結婚してくれるのでしょう？」

「え？　あ、はい……」

　念を押すような問いに答えると、紅い瞳がとろりと微笑む。背筋がぞくぞくする程に艶めいている。もう逃げられない。何故かそう思う。






　寝室に入ると性急な手つきでドレスを脱がされ、浴室に連れ込まれて、すべて剥ぎ取られた。

「あ、あの？」

　抵抗しようとする度に、キスをされて快感で動きを止められてしまう。唇を割って侵入してきた舌が口蓋をくすぐり、大きな手が背中をゆっくりと撫でて行く。軽くイく程の快感は甘くて体の力が抜ける。

「可愛いアイリ、逃がしませんよ」

　甘く囁くレヴィは私を一瞬たりとも離そうとしない。この一年半、最後まで抱かれたいと何度も思ったことはあっても、いざその時がくると鼓動が跳ね上がる。

　服を脱ぎ捨てたレヴィの局部を目撃してしまって、さらに動揺する。白い下生えから勃った陰茎は、これまでよりも大きく見えた。

　お互いの体を石けんで洗いながら触れ合う。敏感な場所がレヴィの体に触れるだけで気持ちいい。胸を揉むように洗われながら、ついばむようなキスを何度も交わすと、快感への期待が高まっていく。

　シャワーで泡を流すと、壁に追い詰められた。すでに濡れているのを知られたくなくて、膝を強く閉じ合わせる。

「アイリ、私にすべて下さい」

　紅い瞳で甘く懇願されれば、何もかもを許したくなる。きつく閉じた脚を撫でられると力が緩んだ。

　レヴィの指が腰を撫で、脚の間へと滑り込む。シャワーで流したばかりなのに、どうしようもないくらいに濡れている。

「レ、レヴィ……恥ずかし……」

　私の訴えはレヴィの唇に食べられてしまった。

「恥ずかしいのは私も同じです。アイリ」

　顔も体も素敵なレヴィが恥じることは何もないと思う。

「もう我慢できないのです。アイリの前では理性もすべて消えてしまいました。止めてと言われても止める自信がありません」

　潤んだように見える紅い瞳が、私の心を締め付ける。レヴィになら何をされてもいいと、体の力を抜いて背中を支える腕に寄り掛かる。

　キスをしながら、レヴィの指が敏感な場所の周囲を這う。濡れた指で陰核をそっと撫でられただけで、鋭い快感が広がる。体が震えるくらいに気持ち良い。

　レヴィの体が熱くて、交わす息も温度を上げて行く。忙しなく動く指が膣口を捉え、じわじわと侵入してくる。

「痛っ！」

　指先を入れられただけで、痛みが走った。経験があるのに、久しぶりだからだろうか。

「痛いですか？」

　レヴィの指の動きが止まると快感も消えてしまう。

「……大丈夫です。続けて下さい」

　小刻みに抽送しながらレヴィの指が体内に入ってくる。痛みと快感と異物感、そしてレヴィに触れられている喜びが混ざって、笑みが零れる。

「アイリ。これ以上、私を誘わないで下さい。慣らす前に貫いてしまいたくなります」

「レヴィなら何をしてもいいですよ」

　そっとレヴィの頬に手を当てると、指が深くまで挿入されて痛む。強く抱きしめられて、舌を絡め合うキスをしている内に痛みを感じなくなった。

「体が冷えてしまいましたね。お湯に浸かりましょうか」

　気持ち良すぎて、レヴィが囁く内容が頭に入らない。頷くと指を抜かれてしまって、物足りない。もっと続けて欲しいとレヴィを見上げれば、苦笑された。

「体を温めてからですよ」

　背中から抱きしめられるようにして、湯船に浸かる。後ろから腕を回され、レヴィの胸に寄り掛かる。

「可愛いアイリ、脚を開いて頂けますか？」

　恥ずかしいと思う気持ちも、甘いレヴィの声には抗えない。少しだけ脚を開くと膣口に指を一本入れられて、また異物感に震える。

「あ……」

　堪えきれずに零れた声に、レヴィがくすりと笑う。

「この湯船は外国から取り寄せました。お湯に浸かるというのも良いものですね」

　白い陶器で出来た湯船は、いわゆる猫足のバスタブだ。ただ、サイズがかなり大きい。以前、侯爵家にいた頃に湯船の話をしたことがあったから、誰かから聞いたのだろう。

　後ろから胸を揉まれながら、ゆっくりと指を出し入れされる。異物感が消えてきた頃、するりと二本目の指が入れられた。

「っ！」

　少し痛くて苦しい。強張った体を撫でられる内に、苦しさは消えていく。

　二本の指に慣れた後、抱き上げられたまま浴室から出て、髪と体を乾かされた。この異世界では、壁に描かれた紋様に触れるだけで髪と体が一瞬で乾くようになっている。

　軽いキスを交わしながら、ベッドにもつれるように倒れ込む。柔らかなベッドに沈み込み、舌を絡めて深いキスをする内に、いつの間にか脚を開かれて、レヴィが体を割り込ませていた。

「アイリ、もう逃げられませんよ。アイリのすべてを頂きます」

　レヴィの声も笑顔も甘い。キスをした唇が頬を撫で柔らかく耳たぶを噛むと、心も体もとろけそうな快感に包まれていく。

「一度達しておきましょうか」

　レヴィが囁きながら、陰核を指で弄り始める。蜜をまぶしながら、ぬるぬると指先で撫でられるだけで全身が震えるのが止められない。キスをして舌を舐め合うと、背筋に快感が走り抜けていく。とろとろと膣口から蜜が溢れていくのは止められない。

　指で軽く陰核をつままれ、優しく揺らされる。レヴィの指は緩やかに動いているのに、与えられる快感は強烈だ。

「っ！」

　舌を絡めながら、イッた。びくりと跳ねる体をそっと抱きしめられて息を吐く。

「達したようですね。次は私の番でいいですか？」

　弛緩していく体では返事ができない。微かに頷くと熱い唇が頬に寄せられた。

「アイリは本当に可愛いですね」

　脚の間に熱い陰茎が擦り付けられると、溢れる蜜に濡れた音が耳に響く。羞恥で逃げようとする体を押さえつけるように両手の指を絡めとられてしまえば、どうしようもない。徐々に乱れて行くレヴィの呼吸が興奮を誘う。

　熱い息を吐いたレヴィが体を少し起こしただけで、離れる体温が寂しい。

「レヴィ」

　もつれる舌で名前を呼ぶと、そっと優しいキスが降りてきた。脚をさらに開かれても、快感に痺れた体は抵抗できない。

「あ……」

　硬くて熱い陰茎が、膣口を押し開こうとしている。眉を寄せ、何かを我慢するようなレヴィの表情は艶めいていて、荒々しくて巨大な陰茎とは結び付かない。

　ずぶりと体の中で音がして、亀頭が膣口に押し込まれた。

「……アイリ、我慢して下さい」

　乱れた呼吸でレヴィが囁く。紅い瞳を見ながら頷くと、腰を掴まれて一気に穿たれた。太くて長い陰茎に貫かれるのは、あまりにも痛すぎてレヴィの腕に爪を立てて堪える。

「可愛いアイリ。……これで絶対に逃げられませんよ」

　レヴィとの近すぎる距離を感じて、目を開くと紅い瞳がとろりと笑っている。レヴィは先程から、もう逃げられないと刷り込むように繰り返す。何度も言わなくても、私はレヴィのそばから離れることはないのに。

「……逃げませんよ？　レヴィ」

　じくじくとした痛みを堪え、かろうじて微笑みながらレヴィの頬に手を添える。

「……逃がしませんよ。アイリ」

　レヴィはまた繰り返す。何が心配なのだろう。穿たれたままの陰茎が熱い。

「アイリ、私が持つ魔法剣〝双翼そうよく〟は相思相愛の夫婦や恋人たちが持つ為に作られた剣なのです。アイリが魔法剣を扱えるのは私を好いていてくれたからですよ」

「え？　それじゃあ……」

　私がレヴィを好きになっていたのを、とっくに知られていたということか。羞恥で頬が熱くなっていく。

「可愛いアイリと両想いだとわかっていて我慢するのは、それはそれは大変でした」

　レヴィがとろりと微笑んで、抽送が始まった。奥を突いた陰茎が、膣口ぎりぎりまで抜かれて、また戻ってくる。膨満感と喪失感の繰り返し。体を揺さぶられ、我慢できない声が口から零れだす。

「もっと声を上げてください、アイリ。私の前では我慢しなくてもいい」

　そう言われても恥ずかしい。私が口を閉じるとレヴィが笑う。

　痛みの中、強く奥まで押し込まれると快感が勝る。痛みと快感。交互に訪れる感覚の中、抽送が一定のリズムを刻み始めた。

　徐々に速度を上げられると、痛みも快感も区別がつかない。

「レヴィ……」

　手を伸ばせば指を絡められた。抽送は激しくなり、恥ずかしい水音と打擲音が耳を震わせる。我慢していることも忘れて声を上げてしまう。

「可愛いアイリ。もう逃げられませんよ」

　レヴィが動きを止めて覆いかぶさってきた。脚を大きく開いた状態で体を折り曲げられ、奥まで硬い陰茎を押し込まれたまま、唇が重なる。ぬるりと侵入してきた舌が、私の舌を絡めとり、舐めまわす。

　体の中で、陰茎がびくびくと暴れた。舌を強く吸われながら、膣奥にじわりと広がる温かさを感じる。レヴィを受け入れたという幸せが痛みを優しく包み込む。

　熱い息を吐きながら、脱力していくレヴィの重さを受け止めると、心の底から嬉しい。

「アイリ。愛しています」

　レヴィは私を抱きしめて、何度も甘く囁く。

「レヴィ、私も愛しています」

　私が答えると、紅い瞳が微笑む。

「あ……」

　陰茎が抜かれると空虚感を覚えて寂しい。体を起こしたレヴィが膣口を指で撫でる。

「痛かったでしょう？　アイリ」

　レヴィの指先に付いた白濁には、赤い血が混ざっていた。どこか満足気な表情に、初めてではないと口にはできない。じくじくとした痛みは、初めての時と同じものだけれど。

「この世界に来た異世界人は、体が新しくなるそうですよ」

　レヴィの言葉でこの痛みの理由がわかった。この世界では誰とも性行為をしたことがない。レヴィが初めてだ。

「痛み止めを飲みますか？」

　飲むと答えると、レヴィが枕元の小さな瓶を開け、中身を口に含む。口移しで流し込まれるのはとろりとした甘い液体。爽やかな果実の風味が口の中に広がりながら喉に落ちていく。

「即効性のある魔法薬です」

　鈍い痛みが消え去った。後に残るのは、肌を合わせる心地良さ。抱き合えば柔らかな私の胸がレヴィの硬い胸に押しつぶされる。

「可愛いアイリ。私はまだまだ満足できません」

　閉じていた脚をゆっくりと開かれ、甘く囁きながら硬くて太い陰茎が穿たれた。痛みがなくなると、陰茎の大きさだけがはっきりと伝わって。息苦しくなる程の膨満感に襲われる。

「レ、レヴィ、大きすぎ……です」

　無理だとわかってはいても、少し小さくしてほしい。

「これまで我慢していた分、大きくなっているのです。アイリにすべて搾り取って頂きますよ」

　そんなはずはないのに我慢していたと言われると受け入れたいと思ってしまう。脚をさらに開くと、奥まで陰茎で満たされた。

「ぴったりと吸いつかれているようです。気に入って頂けましたか？」

　レヴィの言葉は意地悪だ。恥ずかしさが頬に集まる。

「美味しそうな頬の色ですね」

　頬に優しいキスが落ちてきて、気が緩んだ瞬間に鋭い快感が全身に走り抜けていく。

「な……何？」

　レヴィの指が、太い陰茎を穿たれて限界まで広げられた蜜口の近くで陰核をすり潰すように動いている。こぷりと音を立てて溢れた蜜を指に纏わせて擦られるとたまらない。全身が跳ねてしまう程の強い快感が駆け抜ける。

「あんっ！」

　体を貫く硬い陰茎が私をベッドに縫いとめているような感覚が怖くて気持ち良い。何度も何度も陰核を指で擦られ、揺すられ、すり付けられると声を我慢することはできない。

「！」

　自分の体が一瞬無くなってしまったような感覚の後、強烈な快感が全身に弾けた。自分の意思とは関係なく、びくびくと体が跳ねる。
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「達したようですね。可愛いアイリ」

　緩やかな抽送が始まって、すぐに中に出された。じわりと体の奥に温かさを感じる。

「制限がなくなると我慢は難しいですね」

　甘く笑うレヴィに全身を愛撫されてイかされては穿たれ、何度も出された。執拗とも言える行為の中、私は完全に快感に溺れていった。眠りについたのは何時だったのかわからない。目が覚めたのは昼に近い時間だった。






　レヴィに体を支えられ、手伝ってもらいながらドレスを着、髪を整えて、軽く化粧をする。レヴィは婚礼用の夜の色のロングコートに、私のドレスと同じ色のタイを結ぶ。

「すっかり黒髪に戻ったように見えますね、アイリ」

　鏡の前で背中からレヴィに抱きしめられる。髪を結い上げ、花と宝石で飾られた髪飾りを着けると茶色の髪は全く見えなくなった。

　想像していた結婚式の準備とは全く違っていても、二人だけで協力しながらお互いの支度を整えるというのはとても楽しい。レヴィは甘い言葉を囁いて、やたらとキスを求めてくるから止めるのが大変だ。

「アイリ。これを受け取ってください」

　レヴィがポケットから取り出した箱の中には真珠のピアスが輝いていた。

「これは……」

　私が持っていた物に良く似ていても、遥かに上質だとわかる。この世界には養殖された真珠はない。天然の真珠で真円に近い物を一対揃えるだけでも奇跡に近いだろう。

「ありがとうございます」

　私のピアスは女鉱脈師から買い戻せなかったとレヴィは苦笑する。本当に嬉しくて、零れそうになる涙はレヴィがすべてキスで吸い取る。恥ずかしくなって笑うとレヴィも笑う。






　二人の用意ができてから屋根の無い婚礼用の馬車で女神の神殿に向かった。王城内にある神殿ではなく、町の中央にある神殿へ向かっているらしい。

　年末の町は、これから新年を祝う人々でにぎわっている。そこへ婚礼用の馬車が通るのだから大騒ぎになった。まったく知らない人々から口々にお祝いの言葉が掛けられ、レヴィと私は微笑んで手を振る。

「こんなに大勢の人に祝ってもらえるなんて思いませんでした」

　レヴィの隣に堂々といられる幸せが心を包む。シルヴィアと名前を偽り、髪色や化粧で姿も偽っていたら、これ程までに清々しい気持ちにはなれなかっただろう。






　結婚式を行う神殿は白い大理石で作られた小さな建物で、この国のあちこちに建てられている。室内には女神のレリーフが壁に彫られていた。身長と同じ程の長い髪に額の雫型の宝石。元の世界で時々見てもらった占い師に似ているような気がして、懐かしく思い出す。

　この一年半で、元の世界のことを懐かしいと思えるようになった。どうしても戻りたいとは思わない。レヴィの隣にいられることの方が幸せだと、今は思う。

　祭壇前の白い台には、無記入の婚姻届が置かれている。レヴィがポケットから取り出した箱の中には、繊細な彫刻が施され赤い石が嵌められた銀色の大小の腕輪が納められていた。

「白金に紅玉です。真珠は水に弱いので選べませんでした」

「レヴィの目と同じ色ですね」

　とても美しい腕輪だ。この国では結婚指輪ではなく腕輪を嵌める。手を通すのではなく、金具で開いて留めるタイプだ。お互いに腕輪を着け合って微笑む。

　床に描かれた丸い魔法陣のような図形の中央に立って向かい合う。

「アイリ、貴女を永遠に愛します」

「レヴィ、貴方を永遠に愛します」

　女神の前で交わす言葉は、シンプルだからこそ心に染みわたる。両手を握られてキスをすると、かちりと腕輪が小さな音を立てた。

「アイリ、先に署名をして下さい」

　レヴィに促されて、白い石でできたペンで婚姻届に名前を書く。次にレヴィが署名を行う。隠そうとはしないので手元を見ていると、ジェラルドという名前が本名らしい。レヴィという名に慣れているので違和感がある。

　続けて書かれた家名に私は驚愕した。

「ジェラルド・ラザフォード？　……お、お義兄さま？」

　その名前は、一度も会う事がなかった義兄の名前だった。後ずさりしようとして、腕を掴まれる。

「もう義兄ではありませんよ。養子届は王の命令で無効になっています。……アイリ、今まで通りレヴィと呼んで下さい」

　レヴィの言葉が耳を通り過ぎる程、私は混乱していた。

「ま、待って下さい。一度義兄になった方と結婚なんて……」

　私の常識では、ありえない。レヴィは好きだけれど、義兄だなんて思わなかった。逃げようとする私を、レヴィが強く抱きしめる。

「逃がさないと言ったでしょう？　この婚姻は無効にはできませんよ。女神の前で誓った腕輪は一生外せません」

　レヴィの腕の中で婚姻の腕輪を外そうとして、継ぎ目が消えていることに気が付く。

「アイリ、お腹の中に子供が出来たかもしれませんよ？」

　レヴィの囁きに体が震える。一体、何度出されたのか覚えていない。

「あ……」

　繰り返し注がれた白濁が、とろりと体の中から流れ出て脚を伝っていく。

「私はアイリを愛しています。私はどうしてもアイリが欲しかった。王子にお願いして、養子届を無効にして頂いたのですよ」

　混乱して、ほろりと零れた私の涙をレヴィがそっと唇で吸い取る。

「アイリは異世界人、私はこの世界の人間。全く血縁関係はありません。書類だけの関係で、その書類は破棄されました。……アイリ？　私を嫌いになりましたか？」

　レヴィの寂し気な声に顔を上げると、紅い瞳とぶつかった。

「嫌いではありません。好きです。だけど……」

　紅い瞳が哀しげな色に染まっていて、私は言葉に詰まった。

「レヴィ。泣かないで下さい」

　レヴィの目から零れそうな涙を私は指で拭う。男性が涙を見せるなんて考えたこともなかった。それ程までに望まれていることに、私の心がときめく。

　私が離れたらレヴィが泣いてしまう。想像しただけで、胸が痛む。……白いウサギは背が高くて綺麗な顔をしているのに、甘えん坊で寂しがり屋なのかもしれない。

　昨夜から繰り返し『逃がさない』『逃げられない』と言っていた理由がようやく理解できた。義兄と知った私が逃げるかもしれないと不安を感じていたのだろう。

「逃げたりしないから、安心して下さい」

　レヴィが泣かないように、私が世話をしてあげたい。

「……私の妻になって頂けますか？」

　今にも泣き出しそうなレヴィに問われれば、答えは一つしかなかった。

「はい。喜んで」

　少しのためらいを隠して、私は微笑む。

「アイリ！」

　強く抱きしめられながら、私はレヴィの輝く白い髪を撫でた。






　神殿の外にでると、広場には大勢の人々が待っていた。侯爵夫妻とメイと騎士、茶色の髪の王子、侯爵家と白い城の使用人たちがいて、その後ろにいるのは町の人々だろう。

「結婚、おめでとう！」

　王子の楽しげな声と同時に、白い鳥たちが青い空へと羽ばたいて、白い花びらが周囲に降り注ぐ。

　歓声を上げる人々に、レヴィが微笑みながら手を振っている。もしかしたら、私以外の皆は、全員知っていたのだろうか。私だけがレヴィが義兄だと知らなかったということに、私の顔が真っ赤になっていく。思い返せば、メイや騎士たち、白い城の使用人たちの言動には不自然な所があった。皆で私に隠していたのか。

　私の羞恥は頂点に達し、この世界に来てから初めて完全に頭に血が上った。

　――私一人だけが恥ずかしいなんて悔しすぎる。何か少しでも意趣返しを、と考えて咄嗟に思いついたのは、あの物語のお姫様だ。人前で女性からキスされるなんて、この世界では恥ずかしいと思うはずだ。






「どうして教えてくださらなかったの！　意地悪だわ！」

　私はレヴィの首に抱き着いて、皆に見せつけるようにキスをした。
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第四章　意地悪な義兄












　結婚式の後、皆に挨拶をしてから湖畔の白い城へと向かった。

　アイリには気付かれていないが、使用人は百人近く存在している。城を買ったのはアイリと会ってからだ。アイリと探検する為に、わざと掃除をしない部屋を残すように指示をした際には、家令に苦笑されたことを思い出す。家令は侯爵家で務める家令の息子だ。

　新婚の生活は、それまでとは全く違う甘い時間だった。少々……かなり無理をさせてしまっていたかもしれない。一年半の抑制は、解放された途端に貪るような行為に繋がってしまった。

　この国では婚約に最低でも一年の期間が必要だ。さらに半年を重ねたのは、アイリの婚礼ドレス姿を堂々と披露する為だ。すべて黒髪に戻るまで待つつもりでいたが、髪が伸びるのがこれ程時間のかかる物だとは思っていなかった。

　結婚した当初は元義兄と結婚したことに戸惑いがあったようだが、この半月ほどで落ち着いた。義兄であることを隠していたのは正解だった。アイリの真面目な性格では、絶対に拒むだろうと予想はしていた。

　優しいアイリは他者の涙に弱いと知っていたが、私が少し涙をにじませるだけで、私のすべての行動を許してしまったことは予想外だった。もっと抵抗されると思っていたので、他の手段も考えていた。

　……アイリの意趣返しともいえる行動は唐突過ぎて、冷静な対処ができなかった。という部分だけは反省するべきか。






　婚姻休暇が明け、王子の側近を務める日々が再開した。可愛いアイリの表情は、さらに明るくなり共に過ごす毎日が楽しくて仕方がない。

　人払いがされた王子の私室で、珈琲を淹れる準備を始めると、香ばしい匂いが部屋に漂う。

「僕は結構シルヴィアを気に入っていたんだよ？　レヴィ？」

　茶色の髪の王子が茶色の目を煌めかせて、にやりと意地の悪い笑みを浮かべる。国民に向ける笑顔とは全く違う表情だ。

「シルヴィアはこの世界から消えました」

　私は静かに答える。王子が望むであろう反応は見せたくない。少しでも動揺すれば、私がアイリに口づけされた際の話を続けて、さらなる精神的打撃を狙ってくるだろう。

「ふふっ。そういうことにしておいてあげるよ」

　王子は当初、異世界人のアイリを手に入れようとしていた。王子妃選びなどという大規模な仕掛けも、すべては侯爵家の養女というアイリの為だった。

　傾いた侯爵家を建て直したアイリの手腕は貴族の中でも話題になっていた。密かに縁談を申し込む家もあったが父母が断り続け、誘拐をしてでも手に入れようとする者まで現れたことで王子の耳に入った。

　他国の王宮で間諜として活動していた八年間、侯爵家の詳細な状況を知ることはできなかった。私自身が築いた資産は別にしていたので、いざという時には私が補填する準備は出来ていた。王子に突然呼び戻され、侯爵家に養女がいることに驚くと同時に興味が湧いた。

　行動調査をする内に私が本気で気に入ってしまったが、義妹では結婚を望めない。アイリを騙して王子の手が届かない他国へ攫うかと考えていた時、王子が養子届を破棄することを提案してきた。

「書類一枚破棄してもらうだけで、忠実な臣下を引き留められるなら、安いものさ」

　王子は軽く笑っているが、一度受理された届を破棄する為に大変な手間が掛かっていることを知っている。最終的には王の命令が必要だった。

「それにしても、城の居室に塔を選択するとは思わなかったよ。……さらには女性を監禁するなんてね」

　王子の寝室の隣に私室があったが、王子の婚約者候補が決まった為に移動することになった。王子からどこでも良いと言われて、塔を選んだ。アイリを逃がさない為、そしてシルヴィアを探す貴族たちから隠す為だ。

　この一年半という時間は、侯爵家の娘シルヴィアが消え去り、私の妻アイリとして戻る為にも必要だった。

「どこでも好きな場所を選べとおっしゃったのは王子ですよ」

　塔でのアイリの世話は侯爵家から連れてきた侍女たちにさせている。他の人間には極力接触させていないが、近いうちに夫婦で公式行事へ参加する予定だ。






　アイリに教わった方法で珈琲を淹れてカップを差し出すと、王子が上機嫌でたっぷりと砂糖と生クリームを入れる。この国では王族や貴族が砂糖を取ることを〝下賤の舌〟と呼んで忌避している。王子が砂糖の甘さを好んでいることは、私しか知らない。

「レヴィとアイリが囮になってくれたおかげで、公爵家が静かになった。良い仕事をしてくれたと思ってるよ」

　王子が機嫌の良い笑顔を見せる。

　三つの公爵家は王子を狙って外での襲撃以外でも様々な策を巡らせていた。毒を盛る等の緻密に計算されて長期に計画された策には、背後に潜む者の痕跡を見つけるのは難しい。

　突発的な予定変更に合わせて立てられる襲撃計画には、どうしてもほころびが出る。何度も襲撃を受け、実行者を捕らえて調べる内に公爵家とのつながりを見つけることができた。王子はその証拠を押さえて、各公爵家の当主と根気よく交渉を重ねた。

「レヴィが襲撃者を全員殺さなくなったっていうのも大きいよね」

　アイリと会うまでは、一度魔法剣を使い始めると、攻撃してくる者すべてを殺すまで自分を止められなかった。時には、剣を持っていた味方までも殺し尽くしたことがある。襲撃の囮になった際に騎士たちが時間を置いて駆け付けるのも、そのせいだ。

　魔法剣〝双翼〟は二人で所有する為に作られている。それを独りで支えていたので私は過剰な負担を抱えていた。アイリが私を愛するようになったことで剣が本来の力を発揮し、私は強力な魔法をいつでも行使できるようになった。斬り殺すのではなく魔法で昏倒させることができるようになり、襲撃者を殺すことがなくなった。

「ミキャエラも良い仕事をしてくれた。僕は三つの公爵家が少し強くなりすぎたと思ってた。これで誰かが王子妃になったら、それこそ王家はただのお飾りになりかねない」

「ですが、精神を病んだ者もいます」

　公爵令嬢の一人は、一年半が経つ今も公式の場に出てこないと聞いている。

「あの公爵令嬢は仮病だったのさ。仮病は僕が許可したし、病んでいなければ王子妃候補だったと散々話を流しておいたから、手を出そうという奴もいないだろう。きっと縁談が全く成立せずに、泣く泣く幼馴染の侯爵子息に嫁ぐことになるんだろうね」

「成程。他の令嬢は？」

「ミキャエラの態度に腹をたてたり、対抗できなかったんだから、未来の王妃としては弱すぎるよね。お上品な女というだけでは、これから国の古い仕組みに戦いを挑む僕の隣に立ってはもらえない。シルヴィアなら、あらゆる階級の女たちを統率していけただろうけど、消えてしまったから残念だ。……残りの公爵令嬢たちにも他国の王子から縁談が来てるはずだよ。別に断ってもいいけどね。国内には条件の良い貴族はまだまだ残ってるし」

　アイリの教師のような振る舞いは、王子も気に入っていた。貴族から使用人まで、あらゆる階級の人々に対するアイリの誠実さは、人々からの信頼に繋がっている。

「……ミキャエラは、最近茶会にも出てこないと聞いていますが」

「今、僕が徹底的に指導してるからね。楽しいよ？　飴と鞭っていうの、教えてくれたのはレヴィだよね」

「そうでしたか？　覚えがありませんね」

　王子の結婚は婚約期間を三年取ることが決められている。その間、王子妃候補は王城内で教育を受けることになっているが、王子自ら教育を行うことは稀だ。しかも私が知らないということは、私が他の側近と交代した後、夜の時間ということだ。飴と鞭――称賛と叱責を何にどう使っているのかは、聞かない方がいいのかもしれない。

「最初はミキャエラの金髪が欲しかった。子どもを何人か産んでもらったら別れるつもりだったけど、今は可愛いと思うよ」

　王子の言葉が意外に思った。あの高慢さは近づきたくはない物だと思っていたが、王子は本心から気に入っているらしい。長い付き合いだ。声でわかる。

「僕とミキャエラの子供とレヴィとアイリの子供を結婚させれば、王家は金の髪も魔力も取り戻せそうな気がするんだけど、どう思う？」

「……子供の意思を尊重します」

　アイリ似の娘を想像して、必ず阻止しようと心に誓う。娘を奪われることを想像するだけで心に波が立つ。

「そんなの、生まれた時から刷り込みを始めるに決まってるじゃないか。強大な魔力を持つレヴィと異世界人のアイリ。これまでの事例から見ると、かなりの確率で強い魔力を持つ子が生まれる」

　王子が差し出したカップを受け取って、ポットの珈琲を静かに注ぐ。王子は最初に淹れたての珈琲、次に少し冷めた珈琲を飲む。

「私には魔力はないことになっています」

「公式には、だよね。〝輝ける者〟――魔術師シェインは、良い仕事をしてくれたよ。レヴィが隠してきた魔力を一瞬で見抜いて、魔法剣を与えてくれた」

「隠して来た訳ではありません。魔力の制御方法を知らなかっただけです。……魔術師の名前を呼ぶことはお勧めしません」

　王子は昔、この世界で有名な偉大なる魔術師シェインを呼び出したことがある。それは、命がけでもあり、魔力の制御ができずに死にかけていた私の為だった。

「〝輝ける者〟と呼べ、って？　シェインなら許してくれるさ。〝大災厄の魔女〟は許してくれないかもしれないけどね。……以前は魔法剣を使う度に十日は熱を出していたのに、最近は全然熱を出さなくなったね」

「そうでしたか？」

　シェインは優しいと同時に、厳しい魔術師だった。死から逃れる為に魔法剣をこの身に宿してからアイリに出会うまでの間は、地獄のような日々だった。死んだ方がましだと何度思ったことかわからない。

「ふふっ。アイリに秘密があるってことか。レヴィに譲って正解だったよ」

　王子がカップを両手で持ちながら笑う。いたずらを成功させた子供のような表情は、他の人間には絶対に見せないと知っている。

「そろそろ時間ですよ」

　王子の休息時間は短い。次の予定が入っている。

「それじゃあ、王子に戻るか」

　甘い珈琲を飲み干して、王子が〝理想の王子〟の顔になる。私室から一歩出れば、そこは政治と言う名の戦場だ。次代の王座が約束されているとはいえ、その座を狙う敵は多い。






　緊張の多い王城から塔へ帰ると、空気すら異なるのではないかと思うほど清々しい。

「お帰りなさい。レヴィ」

　アイリに迎えられる瞬間は、緊張が一気に解れて心地良い。微笑むアイリの耳に揺れる真珠を見て、海で泳ぎたいと言っていたことを思い出した。

「アイリ、今度の休暇には、海へ行きましょうか」

「はい。喜んで」

　アイリの笑顔は眩しい程に輝く。異世界でも強く正しくあろうとする姿は美しい。偽りの侯爵令嬢の姿を捨てたアイリは、増々輝いている。この腕の中から、そしてこの塔から逃げてしまうのではないかと常に心配してしまう。

「アイリ、逃がしませんよ」

「レヴィ、逃げませんよ」

　毎日の習慣になってしまった言葉を交わして、口づける。

　その甘さは、とろりとほろ苦い。

　まるで、生クリームと砂糖をたっぷり入れた珈琲のように。






■　王城庭園にて






　それは私が十一歳の時だった。

　――父のラザフォード侯爵が忘れた書類入れを持って、僕は王城庭園を早足で歩いていた。父はよく忘れ物をする。今日も書類入れを食卓にまで持ちこんだのに、食後のお茶を飲んだサロンに忘れていた。

　茶色のカツラをきちんとピンで固定する余裕もなかった。歩きながらカツラが歪んでいないか片手で確かめる。

　僕の髪は生まれた時から白く、目は紅い。その色彩は強い魔力か神力があることを示しているのに、僕は魔法も使えなければ、奇跡を起こすこともできない。出会う人々から期待の眼差しを向けられて、結局は失望される。それが嫌で、髪をカツラで隠し、分厚い眼鏡をかけて目の色を誤魔化している。

「うぁあああああああん！」

　小さな子供の泣き叫ぶ声が聞こえた。おろおろとなだめる複数の男女の声が聞こえる。

　これは関わり合いにならない方がいい。そう判断して声の方向とは反対側の小道へ曲がろうとした途端に、茶色の髪の幼い男の子が茂みから飛び出して来て、僕にぶつかった。

「うわっ！」

　大事な書類入れは絶対に落とせない。書類入れを頭の上に掲げたまま男の子に押されるように、後ろに倒れ込んだ。

「痛……」

　頭は打たなかったが背中と尻が痛い。胸と腹にはずしりと重みが掛かっている。目を開くと、きらきらと茶色の瞳を輝かせる小さな茶色の髪の男の子の顔が間近で驚く。泣いていたのか目が赤い。

「レヴィィィィィィ！」

　耳をつんざくような絶叫と同時に首に抱きつかれた。そのまま大きな声で泣かれてしまう。

「あの……」

　僕は助けを求めて周囲を見回した。周囲の大人たちは、困惑したように立っているだけだ。少し体を動かした途端に、体の下でぱきりと音がした。おそらくは眼鏡が割れた音だ。しまった。かなり高額な品だったのに。修繕にはいくらかかるだろう。

　差し出された大人の手に書類入れを預けて、首に抱きつく男の子の手を解こうとすると、泣き声はさらに大きくなった。

「やだぁあああああ！　レヴィィィィィ！　また死んだら嫌だぁぁぁぁ！」

　僕は死んではいない。どうしたらいいのかわからない。

「僕は死なないから、起き上がらせて」

　ゆっくりと語り掛けると、泣きながらも男の子は退いた。半身を起こして振り返ると、地面に落ちた眼鏡のレンズが割れている。溜息しかでない。

　眼鏡を拾って立ち上がると、男の子は、べったりと貼り付くように抱きついてきた。

「王子、この者はレヴィでは……」

　意を決したように、老齢の男性が口を開く。僕は耳を疑った。王子？　そうだ。王子は今年三歳になる筈だ。この国では王子のお披露目は七歳まで行われない。

「レヴィだもん！　レヴィが人間になって戻ってきたんだ！」

　初めて見る小さな王子は目を真っ赤にして泣いている。

　僕はレヴィという誰かに間違われているのだろう。王子の手は僕のシャツをしっかりと握りしめながら抱きついている。

　眼鏡をポケットに入れ頭に手をやると、いつものカツラではない感触に血の気が引いた。あたりを見回すと女性の手に茶色のカツラがあったので安堵する。カツラも特別注文品だ。

「レヴィというのは、どなたですか？」

「レヴィだもん！」

　老齢の男性に聞いたのに抱き付く王子が答えた。男性は苦笑しながら首を横に振る。

「王子、レヴィと一緒にお茶はいかがですか？」

　優し気な女性が王子に話し掛けると、王子が笑顔になって頷く。

　書類入れを父に届けてもらうようにお願いして、僕は王子に手を引かれながら、王子の部屋へと向かうしかなかった。






　王子からレヴィと呼ばれ続けながらお茶を飲み、夕方を過ぎると王子が眠ってしまった。僕の膝の上で。

「……レヴィというのは、どなたのことでしょうか？」

　眠る王子の小さな手は、しっかりと僕のシャツを握りしめている。解こうとしてみても僕の力では無理だった。

「王子が飼っていたウサギの名前です」

　王子付の侍女が苦笑しながら答えてくれた。侍女が王子の手を解こうとしても、全く解けない。

「ウサギ？」

「貴方の髪と目の色が同じだったのです」

「ウサギって、茶色でしょう？」

「非常に珍しい白いウサギだったのです」

　侍女の言葉に僕は驚いた。白いウサギなんて聞いたことはない。ウサギと言えば茶色しか知らなかった。

「今朝、突然死んでしまったのです。代わりのウサギを用意することができなくて……」

　死んだウサギが僕になったと思っているのか。そこでようやく僕は小さな王子が可愛らしいと思うことができた。

　結局、王子の手は解けなかった。座り心地の良いソファに座ったまま、毛布を掛けられて眠るしかなかった。そして、その翌朝、僕は酷い目に――






「……レヴィ？」

　王子の声で我に返った。室内用の焜炉で湯を沸かしていた所だった。ちょうど湯が沸いたので珈琲を淹れる。

「今、僕の暗黒歴史を思い出してなかった？」

　耳を赤らめた王子の勘は鋭い。

「いいえ」

　静かに返答して、そっと珈琲のカップを渡す。たっぷりと砂糖と生クリームを入れながら、王子の顔が赤くなっていく。

「絶対そうだよ！　アイリのことを考えてる時と顔が違うし！」

　長い付き合いで、王子も私の表情の微妙な違いを読み取っている。

「……ミキャエラには言わないでほしいな」

　最近の王子はミキャエラに夢中だ。あの高慢な性格のどこが良いのか全くわからない。少しずつ言動が改善していると聞いてはいるが、基本的な性格はすぐに矯正できるものではない。

「はい。申しませんよ」

　これは最後の手段の一つに取っておこう。王子との取引材料は多い方がいい。

「次の休暇は、どこにいくの？」

「秘密です」

　嫌な予感しかしない。囮にされることは無くなったが、何かと変わった土産を要求される。

「ふふっ。秘密……か」

　王子が口の端を上げ、にやりと意地の悪い笑顔を見せる。

「ええ。秘密ですよ」

　何をするつもりなのか、大体予想はできる。長い付き合いだ。私も口の端を上げて笑顔を返す。

「もう一杯飲もうかな」

　二杯目の珈琲を飲みながら、王子が呟く。

「王子、あまり沢山お飲みになると、あの時のように……」

　言い掛けた口を、顔を赤くした王子の両手で塞がれた。

「レヴィ！　絶対に秘密にしてよ！」






　これは、珈琲の香り漂う王子の私室での、秘密の話。






■　二人の魔法剣






　十八歳になったばかりの頃、原因不明の病でベッドから起き上がることができなくなっていた。それまでも度々寝込むことはあったが、腕すら上げられないことは初めてだった。

　王城内の私室は、王子の寝室の隣にある。死の可能性があるのなら、場所を移動させなければという話声を聞きながら、体の自由が無くなっていく感覚に恐怖していた。

「レヴィ！」

　王子の声に目を開くと、十歳になったばかりの王子が出会った頃の幼子のように泣いている。

　王子の隣には、男か女かよくわからない黒いローブを着た人物が立っていた。白い髪は膝まで長い。緑色の瞳は優しくても、どこか冷たい。

「魔術師シェイン！　お願い！　レヴィを治して！」

　王子は魔術師の黒いローブをしっかりと握りしめていた。魔術師シェインという名を聞いて、その場にいた全員の表情が凍り付く。〝輝ける者〟と異名で呼ばれる魔術師シェイン・ぺーディルは、千年以上を生きると言われる大魔術師だ。強大な魔力を持つ魔術師の機嫌を損ねれば国が滅ぼされかねない。

「……困りましたねぇ。病気治癒は専門外なんですよぅ」

　魔術師はのんびりとした口調で苦笑しながら、王子に答えた。

「レヴィが、レヴィが、また死んじゃうのは嫌だ!!」

　王子の叫びに、魔術師が表情を真剣なものに変えた。

「この者は死んだことがあるのですか？」

　魔術師の問い掛けに、王子が幼子のように何度も頷く。違うと言いたいのに声がでない。否定の為に首を横に振っても微かにしか動かない。

「わかりました。この者と二人だけにして下さい」

　魔術師が微笑んで、王子と従者たちが席を外した。

　私の体をあちこち調べた後、魔術師は溜息を吐いた。

「……不死者ではないようですねぇ。残念です」

　千年を生きる魔術師は不死者を探しているらしい。私は見放されたのかと苦笑する。ここで命を落とすのが私の運命なのか。

「君の不調は、体内で発生する強大な魔力を上手く流せていないからです。発生する魔力を体の隅々までいきわたらせて過剰な魔力は放出する必要がありますが、君は魔力が滞りやすい体質ですねぇ」

　私に魔力があることを前提として話す魔術師に、私には魔力がないと必死で伝える。

「ああ。成程。魔力を制御する方法を知っている者がこの国にはいないのですねぇ。魔力の制御は無意識に出来る者と出来ない者があり、魔術を行使するにはまず魔力を制御しなければならないのですよ。君には強大な魔力があるけれど、使い方がわからなかったということですね」

　魔術師が過剰な魔力を体外へ散らす呼吸法を教えてくれても、身体の自由は戻ってはこない。

「……どんなに苦しくても生きたいですか？　それとも諦めて楽になりますか？」

　女にも見える美しい魔術師は、その薄い唇を弧にして問う。

「……生きたい」

　苦しくても生きたい。せめて小さな王子が王になるのを見届けたい。

　魔術師の手に、闇色の一振りの剣が出現した。

「この魔法剣を君に授けます。過剰な魔力はこの剣に供給されて消費されますが、足りなくなった時には代償を求められます」

「……代償？」

「まずは血液や体液が消費されます。その際には、耐えがたい苦痛が伴います。それでも足りない場合は生命が削られます。もしくは他者の生命を奪うことになります」

　魔術師は静かに言葉を続けた。

「本来、この魔法剣は相思相愛の夫婦や恋人たち二人で共有する為に作られています。貴方と想いが通じた者が現れた時、二人でこの魔法剣を支えることになり、本来の力を発揮するようになるでしょう」

　すぐに儀式が始まり魔法剣が胸に突き立てられた。痛みと苦しみにもがきながら、どうしても生きたいと祈った。

　魔法剣が体に馴染むまで、三日三晩を費やした。その間、魔術師はずっと呪文を詠唱し続けていた。今考えれば尋常なことではない。

　ようやく体に魔法剣が馴染んだ時、短かった髪は背の半ばまで伸び、紺色へと変化していた。

「その色は体内の魔法剣の影響です。髪は切らないでくださいね。髪が長い方が、魔力が安定するんですよ。……ああ、それから。あの小さな王子には、魔力がほとんどないのに命がけの召喚魔法なんてしないように、きつーく言っておいて下さいねぇ。次はありませんよぅ」

　魔術師は薄い唇を弧にしながら姿を消した。

　それからの日々は、苦しい物だった。必要に迫られて剣を使うと、その後に熱が出て全身が痛む。時折、頭が割れるような頭痛や手足の痛みが何日も続く。特に頭痛は酷かった。何も考えられない程の苦しみは、自死への誘惑に満ちていた。

　それでも死ぬことは選べなかった。どうしても生きたいと必死に耐えてきた。そして、アイリと出会って、二人で魔法剣を所有することになった――。






「……今は大丈夫なのですか？」

　アイリがそっと私の白い髪を撫でる。

「はい。アイリと出会って、私は救われたのですよ。熱も出ないし、頭痛も起こらなくなりました」

　寝物語としては艶のない話だが、アイリは興味深く耳を傾けてくれた。私にはアイリが必要だと、重ねて念を押す。

「アイリがいなくなったら、私は死んでしまいます」

　囁くとアイリが頬を染める。涙を見せるより、この言葉が有効だと最近知った。アイリは、他者から頼られることを無意識に好んでいる。アイリは絶対に逃がさない。そうは思っていても、アイリを繋ぐ鎖は沢山欲しい。

「いなくなったりしませんから、安心して下さい」

　微笑むアイリは愛らしい。柔らかな胸に顔を埋めれば、そっと包み込むように頭を抱きしめられる。アイリの少し早い心音が心地いい。

　ふと思いついて、胸を舐めるとアイリの体がびくりと震えた。

「も、もう！　悪戯しないで！　……先程もなさったでしょう？」

「まだ二回です」

　息を吹き掛けて笑いながら、胸の先を避けて舐め続ける。しばらく続けているとアイリが体を震わせる。敏感な場所を避けて指を這わせて焦らし続けると、アイリの目が潤み始めた。

「……意地悪だわ！」

　拗ねたアイリの表情も可愛らしい。

「意地悪ではありませんよ」

　囁きながら、アイリに覆いかぶさる。この腕の中からは、絶対に逃がさない。

「アイリ、白と闇、どちらがいいですか？」

　囁くとアイリが目を泳がせる。私自身は意識していなかったが、どうやら魔法剣が体内にある状態とない状態では、アイリが受ける快感が異なるらしい。

「……今日はそのままで」

「じゃあ、明日は闇にしましょう」

　魔法剣を持つ私も持たない私も、どちらも私だ。アイリが満足するまで、そして私が満足するまで、いくらでも抱ける。

　私は、ふるりと期待に震える柔らかい体を抱きしめて、深く深く口づけた。

















終章　終わりのない二人の夜












　春の温かい日差しの中、エンジ色のワンピースを着たアイリと手を繋いで王城へと向かっていた。薄く施された化粧がアイリの美しさを引き立てている。

　アイリの薄い化粧は、これまで濃い化粧に明け暮れていた貴族女性たちの目に留まり、流行の兆しを見せていた。

「アイリ、今日は何の授業ですか？」

「計算です。問題集を作ってみました」

　アイリが手にした書類入れの中には、その問題集が入っているのだろう。アイリは今、王子の婚約者ミキャエラの教師として王城務めをしている。

　私だけのアイリでいて欲しいと内心では反対していたが、生き生きとしたアイリの明るい表情から喜びが伝わってくるので、最近では良い選択だったと思えるようになった。

　ミキャエラはファニヴァ伯爵の庶子だった。幼い頃に母親と死別した後、町の救護院で孤児として暮らしていた。高慢に見えるその態度も多くの孤児の中で生きていく為に身に付いたものだと王子に聞いて多少は理解ができた。許容できるかといえば、それは別の話だ。

　アイリをミキャエラの部屋まで送り届け、私は王子の執務室へと向かった。






「ミキャエラとアイリって、相性が良いみたいだね」

　苦笑する王子は、私と同じで少々嫉妬の感情を抱いているようだ。

「そのようですね」

　これまでミキャエラに付けた教師は十日も経たずに辞職していたらしい。アイリは既に一カ月半を務めており、辞める気配は全く感じられない。教師たちはミキャエラの口の悪さに耐えられなかったと聞いている。

「少しでいいから視察の時間を作れないかな」

　王子の呟きに応じる為に、今日の予定を頭の中で確認する。

「覗く程度なら可能です」

　王子の公務はぎっしりと詰まっているが、移動途中に立ち寄ることはできるだろう。私の提案に王子が頷いて立ち上がった。






　王城内の移動経路を変更し、ミキャエラが学習の為に使用している客間へと向かった。王城の客間の壁には、必ず間諜の為の空間が作られている。狭い場所に王子と二人で入った。

「ミキャエラ。顔が可愛いだけでちやほやされるのは十代までよ」

　アイリの真剣な声が聞こえた。

「なっ、何言ってんのよ！」

　ミキャエラの叫びには戸惑いが含まれている。

「今のうちに言動も可愛くなっておかなければ、年を重ねるごとに人が離れていくのよ」

「そ、そ、そんなこと言ったって……」

　ミキャエラがあきらかに怯んでいる。アイリがどんな表情なのか見てみたいと覗き込むが、椅子に座る背中しか見えない。

「わからないのなら、私に聞いて。貴女は王子が好きなのでしょう？　いつか王妃になるのなら、多くの人から好かれなければ王の隣に立てないのよ」

　アイリの声はきっぱりとしていても優しい。

「……す、好きって訳でもないし、王妃になんてなるつもりないから！」

　両手で机を叩いて立ち上がったミキャエラの叫びに王子が苦笑する。二人の将来は、まだまだ前途多難らしい。

「はい。この課題が終わったら、珈琲を淹れるから頑張って」

　アイリが紙の束をミキャエラに手渡す。素直に受け取って椅子に座るミキャエラの姿が意外だ。

「……あ、甘いのにしてくれる？」

　ミキャエラの小さな声が拗ねて甘えているように聞こえて驚いた。

「もちろん。泡立てた生クリームもたっぷりね」

　アイリの明るい声の後、ペンを走らせる音だけが響くようになった。真面目に課題に取り組んでいるらしい。

　将来、王妃になるのなら学ぶべきことは多い。アイリの知識は広範囲に及んでおり、偏ることなく教えることが出来ている。

「仲が良いみたいだね。……嫉妬しそうだよ」

　王子が愚痴めいた言葉を零す。

「私もそう思います」

　嫉妬する相手が互いの伴侶だという現実に苦笑するしかない。

　王子と私は部屋の外へ出て、次の公務へと向かった。






　寝室のベッドの中、行為の後の短い眠りに落ちていたアイリが目を覚ました。潤んだ瞳が劣情を誘う。

「まだ眠っていてかまいませんよ。朝までは時間があります」

　今すぐ組み敷きたいと思う浅ましい欲望を隠しながら、私は微笑む。

「アイリ？　どうかしましたか？」

　私の顔を見ながら瞬きを繰り返すアイリに問いかける。

「あの……何かに呼ばれているようなのですが……」

「呼ばれている？　名前を？」

「はい」

　アイリの手が私の胸へと押し当てられると私の体内の魔法剣が一瞬で消え去り、アイリが白く発光した。煌めく光の粒がアイリの髪を紺色に染めていく。

「こ、これは？」

　戸惑うアイリの髪は紺色になり、瞳は夜の色へと変化した。魔法剣がアイリに移った。そうとしか考えられない。

「魔法剣は共有している状態ですから、アイリにも同化できるということですね」

　その可能性は度々考えていたが、アイリが剣を振るうことはない。驚きよりも、常とは違うアイリの魅力に心がざわめく。

「気分は悪くありませんか？　アイリ？」

　その夜の色の瞳は潤み、唇は熱い息を吐いている。私の問いに答えはなく、熱に浮かされたような表情でアイリが微笑む。

「剣を分離しましょう。分離したいと願って下さい」

　私の言葉が理解できないのか、アイリは潤む瞳で私を見上げて熱い息を吐くだけだ。どう対処すればいいのか、強制的に魔法剣を呼び出すべきなのか盛大に迷う。

「……あの……私……」

　伸ばされた腕が私の首に掛けられる。

「は、早く……下さい、レヴィ」

　行為の最中にねだられることはあるが、最初から求められたことはない。剣の分離のことは頭から消え去り、逸る気持ちを隠しながら、ゆっくりとアイリを押し倒す。

　柔らかな胸の先は、すでに硬さを見せている。軽く口づけを繰り返し、胸を揉み、腹をゆっくりと撫でながら脚の間へと手を入れる。

「可愛いアイリ。もう濡れていますね」

　意地が悪いと思いながらも、小さく笑いながらアイリに告げる。先程の行為の後、拭き清めたはずなのにこれはどうしたことなのか。

「はい」

　とろけたようなアイリの表情が、下半身に強い刺激をもたらした。

　首に掛けられていたアイリの腕を外して、口づける。脚を開けば、こぷりと音を立てて蜜が溢れ出す。

「……アイリ？」

　今やアイリの全身がほんのりと赤く染まっている。これは行為の最中にしか見られない姿だ。

「お願い……早く……我慢できません」

　潤んだ瞳から、ほろりと涙が零れた。今すぐに貫きたい誘惑と戦いながら、膣口を指で撫でるだけで留める。すでに膣口は柔らかく、蜜を吐き出し続けている。

「……体が、熱いの。……お願い」

　涙を流しながら求める姿は、常の清楚な姿とは全く異なり、怪しい程に艶やかだ。膣口を撫でる指を飲み込もうと動く腰は艶めかしい。

　体を起こし、脚を開いて誘うアイリの姿を見下ろす。魅惑的なアイリの表情が下腹に心理的な衝撃を与えている。すぐにでも精を放ってしまいそうだ。

「そんなに欲しいのですか？」

　アイリの視線は勃起した陰茎へと向いている。常ではない表情を楽しみながら、見せつけるように自らの手で一度扱く。

「……はい」

　羞恥の声は震えている。我慢の限界を迎えた私は、覆い被さり口づけた。

「アイリは、おねだりが上手になりましたね」

　口では余裕を装うが下半身はいきり立っている。陰茎を擦り付け、溢れる蜜をまとわせながら、悶えて熱い息を吐くアイリを観察する。

「レヴィを……下さい」

「アイリが欲しいものを差し上げましょう」

　囁いて、一気にアイリを貫いた。狭窄な膣道を開く強烈な快感が背筋を走る。いつもと違って、アイリが叫び声を上げて、背を大きく反らした。震える内部が陰茎を食むようにうごめいている。

「あ！　あ！　あ！」

　涙を流し、意味をなさない声を上げるアイリは艶めかしい。口づけながら体重をゆっくりと掛けて奥まで押し込むと、膣内が痙攣し始めて、体がびくりと跳ねた。

「アイリ？　まさか、達したのですか？」

　意味のある答えはなく、身体を震わせながら膣内が痙攣しながら陰茎を食む。我慢できずに抽送を始めるとアイリが嬌声を上げる。抽送による直接的な刺激と視覚と聴覚による刺激。下腹に力を込めて瞬間の衝動を堪えながら、アイリの狂乱を楽しむ。

　涙を散らし、声を上げ続ける姿は常には見られない。何故と考えた所で、魔法剣の効果かと、ようやく思い至った。私の体内に魔法剣が同化している時、アイリが受ける快感が違うと聞いている。逆にアイリが魔法剣を持つ時には、こうなってしまうのかと、内心喜ぶ。

　きっと魔法剣を分離して正気に戻った時、この記憶に深い羞恥を覚えるだろう。

「可愛いアイリ、凄いですね。まるで食べられているようですよ」

　勢いよく奥を突き、ゆっくりと引く。ぎりぎりまで抜けば、アイリの腰が追いかけてくる。余裕はないが楽しみたい。

「おやおや、逃げたりしませんよ」

　また奥を突くと、腰に脚を絡められた。腕は首に掛けられ、口づけられる。アイリの舌が伸ばされて、口内のあちこちを舐めまわす。アイリによる拙い束縛が恐ろしく心地良い。

　こちらは動いていないのに、アイリの膣内は時折強く痙攣を繰り返す。柔らかで狭い膣道で絞られる。動けない分、注意しながら体重をかけて押し込む位置を変えていく。

「あん！」

　アイリの体が大きく跳ねた。腰に巻き付いていた脚が離れ、首に掛けられていた腕も離れる。寂しく思いながらも、びくびくと大きく体を震わせるアイリの体を抱きしめる。

　深く達してしまったのだろう。いつもなら快感が怖いと言って怯えるが、今日は素直に受け入れているようだ。膣内の狂乱はまだ収まらない。このまま精を放つこともできそうだが、それでは物足りない。

　脚を抱え込むようにして、力任せの抽送を始めると、アイリが「もっと」と声を上げる。直接的な言葉に思考が止まり、ただ抽送だけを繰り返す。

　引いて押し込む。それだけの動作を繰り返す、からくり人形のようだと思ったが、アイリが全身で喜んで受け入れている。ならば期待に応えるしかない。

　再度アイリが達した。嬌声を上げ、涙を散らしながら体が跳ねる。抱きしめて、口づけながら吐精すれば、アイリはさらに喜ぶ。

　力を失いかけた陰茎が、膣圧で押し出されてしまった。

「おや。追い出されてしまいましたね。もう満足ですか？」

「……全然足りません。もっと下さい、レヴィ」

　とろけた表情のアイリにねだられれば、落ち着きかけていた欲望がすぐに昂る。正気に戻った時のアイリを想像するとたまらない。

「いいですよ。アイリが満足するまで、差し上げましょう」

　私は夜色のアイリを抱きしめて囁く。






　夜明けまではまだ時間がある。私たち二人の夜は終わらない。
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